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29年度見込

改良舗装（防塵）
　中名寄9線沢地区　L＝350m　W＝4.0（6.0）m
　風連南1番東線地区　L＝564m　W＝4.0（6.0）m
　砺波14線地区　L＝550m　W＝4.0（6.0）m

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％

目標値

27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 91% 99% - 0% 0%

決算額 6,102 69,032 0

1,000 3,000

事業費計 6,735 69,422 0 9,500 26,000

一般財源

その他

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

生活道路としてだけではなく、農産物生産のための経済流通道路である農村地域の道路を舗装化し、利便性や安全性を確保することは勿論なこと、流通と生
産性の向上を図ることを目的とする。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

農村地域の道路を舗装化

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 耕地林務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 農道整備事業 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 平成29年度

実施計画事業 農道整備事業

農業・農村の振興

農業生産基盤の整備・保全

基本事業 収益性の高い農業経営の確立

主要施策

番号

東　利博

補助率、起債充当率 会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

平成32年度

道支出金

8,500 23,00062,1005,400

1,335 7,322

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

41,000 22,000 0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

22,000

評価年度

48,000

事業費計 26,000

評価・提言へ
の対応

0 0 48,000

63,000

0

提言評価

26,000

予算額 31年度

一般財源

0

0

63,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

中名寄9線沢地区

地方債

35,500 9,500 26,000

中名寄9線沢地区

実施計画策定時
29年度

0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

道支出金

その他 0

合計

0

0

その他

41,000 22,000一般財源

道支出金

33年度 34年度

0

35,500 9,500 26,000

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

22,000

35,500

前期事業費

道支出金

35,500 9,500 26,000

0

中名寄9線沢地区の工期を2年とし予算を計上していましたが、H29年
度当初予算編成時の上部査定を経て、工期3年での事業実施が決ま
り、当初（H30）40,000千円の内14,000千円をH31年度に計上する

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0

9,500 26,000

0

0
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9,843 9,516道支出金 9,955 11,211

番号

東　利博

補助率、起債充当率 補助　75％ 会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

国営造成施設管理体制整備促進事業

事業終了
（予定）年度

平成29年度

実施計画事業 国営造成施設管理体制整備促進事業

農業・農村の振興

農業生産基盤の整備・保全

基本事業 収益性の高い農業経営の確立

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 国営造成施設管理体制整備促進事業 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 耕地林務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

農業用水施設の水資源の涵養、洪水防止など多面的な機能を発揮するための体制を整備し、国が造成した水利施設等の管理体制について、土地改良区に
よる安定的な取り組みをめざす。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

風連ダムと御料ダムに係る
　施設の操作運転、管理、整備補修、施設の高度化、安全施設の設置、啓蒙普及活動を実施する。
　※H29現行制度最終年　関係団体から国等に対して制度の継続要望が出されている

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金 19,911 22,422 19,688 19,033

地方債

その他

9,986 11,215 9,875 9,547

事業費計 39,852 44,848 39,406 38,096 0

決算額 39,823 44,845 39,376

執行率（％） 100% 100% 100% 0% -

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

チェック



財
源
内
訳

国支出金

30

0

0

0

230

道支出金

37,836 37,836

230

0

38,096 38,096 0

0

前期事業費 29年度当初予算

33年度 34年度

地方債

0

30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

一般財源

道支出金

評価年度

0事業費計

道支出金

予算額 31年度

その他

その他 0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

37,836

前
期
計
画
策
定
当
初

230 230

30

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

30

37,836

0

38,096 38,096 0

合計

補助金

委託料

消耗品

一般財源

30

0

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

補助金

委託料

消耗品

0

事業費計 0

0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

0

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

提言評価

34年度 合計

0

地方債 0

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

0 0 0

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0
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29年度見込

忠烈布地区　洪水吐補強１式　H29完了
天塩川第5支線地区　幹線用水路補修　1,351m　H28～
H31
名寄幹線地区　幹線用水路補修　4,260m　H30～H35

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％

目標値

27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 10% 10% 11% 0% 0%

決算額 8,295 4,892 4,947

2,500 8,000

事業費計 85,943 49,000 43,213 47,000 160,000

一般財源

その他 10,743 6,125 2,400 5,875 20,000

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金 42,971 24,500 24,734 23,500 80,000

地方債

27,932

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

幹線用水路の経年劣化が進んでいるため、長寿命化を図ることを目的に補修及び回収を実施する

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

用水路の補修及び修繕

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 耕地林務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 道営水利施設整備事業 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度

実施計画事業 水利施設整備（基幹水利保全型）

農業・農村の振興

農業生産基盤の整備・保全

基本事業 収益性の高い農業経営の確立

主要施策

番号

東　利博

補助率、起債充当率
補助　82.5％
地元　12.5％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

水利施設整備（基幹水利保全型）

事業終了
（予定）年度

15,925 13,604 12,925 52,000道支出金

2,200 02,400 2,4004,100

197 50 75

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

83,125

合計

332,500

32年度

実施計画策定時
29年度

195,000 160,000 160,000

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金 97,500 86,500

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

110,000 148,500 442,500

地方債

11,000

173,000

評価年度

14,850 44,250

事業費計 195,000

評価・提言へ
の対応

220,000 297,000 885,000

33,250

0

提言評価

9,750

予算額 31年度

80,000

0 0 0 0

一般財源

60,000

0

60,000

665,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

忠烈布地区

天塩川第5支線地区

名寄幹線地区

地方債 0

忠烈布地区

天塩川第5支線地区

天塩川第7支線地区

天塩川第8支線地区

名寄幹線地区

実施計画策定時
29年度

0

144,460 59,460 85,000

前
期
計
画
策
定
当
初

85,000 40,000 45,000

0

40,000 40,000

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

19,460

道支出金

その他 24,375 21,625 27,500 37,125 110,625

合計

150,000

0

その他 24,375 20,000 20,000

7,5009,750 8,000 8,000

75,000

一般財源

道支出金 63,375 52,000

33年度 34年度

0 0 0

0

207,000 47,000 160,000

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

8,650

20,000

前期事業費

道支出金

19,460

63,375 56,225 71,500 96,525

27,000 100,000

52,000 48,750 216,125

18,750

事業の進捗状況等による事業費の変更及び、事業開始年度の変更

事業費計

財
源
内
訳

国支出金 97,500 80,000

287,625

20,000

127,000

0



19,300

478 0 13

125,125 219,065 35,100 199,328道支出金

3,5000 200

番号

東　利博

補助率、起債充当率 会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

中心経営体農地集積事業　等

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 農地整備事業

農業・農村の振興

農業生産基盤の整備・保全

基本事業 収益性の高い農業経営の確立

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 道営農地整備事業 新規/継続 継続

名寄市農業農村整備事業管理計画

作成責任者

事業開始年度 担当課室 耕地林務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

農業用機械の大型化に対応できる区画の拡大や湿害対策、用水の安定供給のため、老朽化した幹線用水路を改修するなどの基盤整備を行い、農産物の安
定的な生産、収益の向上をめざす

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

幹線用水路の改修等基盤整備

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金 397,644 238,220 415,884 64,643 365,843

地方債

252,783

その他 60,596 21,655 38,234 8,100 46,275

157 2,054

事業費計 730,801 385,000 673,396 108,000 617,000

一般財源

決算額 36,104 0 945

執行率（％） 5% 0% 0% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

名寄東地区　区画整理266ha　　H21～H29
風連東第１地区　区画整理73ha　　用水路工1,400m　　暗渠14.7ha
H26～H31
風連東第２地区　区画整理89.6ha　　用水路工792m　　H27～H31
風連東第３地区　区画整理74ha　　H27～H32
ちえぶん地区　区画整理336ha　　用水路工3,349m　　（区画暗渠）
328ha

実績

当初見込み

168

チェック



財
源
内
訳

国支出金 314,153 143,400

529,012

79,000

159,000

184,000 7,000

9,000 150,000

72,900 72,900 386,223

18,000

事業実施状況等による事業費の変更

事業費計

156,880 159,662 115,427 97,043道支出金

0

79,000

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額

256,000

0

主な増減理由（事業の追加や変更等）

9,497

0

725,000 108,000 617,000

13,000

33年度 34年度

150,000

5,700

143,400

一般財源

道支出金 167,523 72,900

合計

240,000

0

その他 39,600 18,000 18,000

5,7006,724 5,700

その他 37,800 38,475 28,725 24,150 129,150

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

前
期
計
画
策
定
当
初

0

272,000 128,000 144,000

256,000

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

528,000 128,000 400,000

名寄東地区

風連東第1地区

風連東第2地区

風連東第3地区

ちえぶん地区

1,248,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

名寄東地区

風連東第1地区

風連東第2地区

地方債

風連東第3地区

ちえぶん地区

0 0 0 0

一般財源

153,000

150,000

140,000

177,000

0

提言評価

9,325

予算額 31年度

143,400

評価年度

6,882 33,890

事業費計 504,000

評価・提言へ
の対応

383,000 322,000 1,722,000

23,824

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

230,662 193,925 1,029,948

地方債

8,186

513,000

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金 299,995 305,366

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

93,600

合計

744,353

32年度

実施計画策定時
29年度

528,000 240,000 240,000

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0
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道支出金

番号

山田　裕治

補助率、起債充当率 会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 市営牧場整備事業

農業・農村の振興

農畜産物の安定生産

基本事業 収益性の高い農業経営の確立

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 市営牧場整備事業 新規/継続 継続

第2次名寄市農業・農村振興計画

作成責任者

事業開始年度 担当課室 農務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

農業者の育成に係る負担軽減を図るため、牧場機能の整備により適切な飼養環境の維持・向上を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

施設の老朽化への対応と、母子里牧場の管理施設を整備し機能強化を図り牧場の有効活用による、市営牧場・母子里牧場における飼養環境の平準化を図
る。
　母子里牧場整備：パドック整備、牧柵改修（電気牧柵化）、整地（砂利敷きならし）、草地更新など
　名寄市営牧場：整地（砂利敷きならし）、草地更新など
現在、２牧場で合併前の料金体系を継承しているが、それぞれの牧場において役割を区別し相互利用していることから、料金統一に向けて取り組む。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

2,800 6,500

事業費計 0 0 2,800 0 6,500

決算額 992

執行率（％） - - 35% - 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

牧場入牧頭数（延べ）

実績 頭 36,452 52,222 51,172

当初見込み 頭 35,000 50,000 50,000 50,000

チェック



整備事業内容の見直しパドック設置箇所の再検討を行った。

34

4,000

整地 500 500

電牧柵 0 4,000 4,000 4,000 4,000

パドック整備 0 2,000 2,000

29 30 31 32

1,500

5,300 4,000 4,000 4,000 4,000

30 31 32 33

電牧柵

0 1,500 1,500 1,500

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0

その他

5,500

10,800

道支出金 0

パドック整備

29

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

6,500 0

0 6,500

0

4,0006,500 4,000 4,000

34年度33年度

0

6,500

H27

一般財源

18,500

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価

0

道支出金

4,000

道支出金

31年度

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

5,300 5,500

0

10,800 5,300 5,500

市営牧場整備事業

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

市営牧場整備事業

合計

地方債

予算額

0

一般財源

0

その他

6,500

0

酪農家の作業負担の軽減により、安定的な運営に寄与していることから事業の継
続が必要。

5,500

4,000計 6,500 6,500 4,000 4,000

33

評価年度

0 16,500

事業費計 5,500

評価・提言へ
の対応

5,500 0 16,500

18,500

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

5,500

5,500

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

6,500 4,000 4,000

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

計

0

5,300 5,500 5,500 5,500 5,500

0



0

0 0 0

0 0 0 0道支出金

0 00 0

番号

山田　裕治

補助率、起債充当率
補助　0％
充当率　0％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 土壌改良指導事業

農業・農村の振興

土づくり対策

基本事業 収益性の高い農業経営の確立

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 土壌改良指導事業 新規/継続 継続

第2次名寄市農業・農村振興計画

作成責任者

事業開始年度 平成3年 担当課室 農務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

土壌診断を活用した施肥管理や輪作体系の確立による土壌改良に向けて指導に取り組み、安定生産と収量の拡大と品質向上につなげていく。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

振興センターの土壌診断設備を活用し、農業者からの申し込み、また各作物の生産部会と協力して取りまとめた土壌サンプルの土壌診断を実施、データを基
に施肥設計などの指導を行い、地区の作物生産の安定・拡大を図ると共にコスト低減を含めた提案を行っている。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金 0 0 0 0 0

地方債

0

その他 0 0 0 0 0

0 0

事業費計 0 0 0 0 0

一般財源

決算額 0 0 0 0 0

執行率（％） - - - - -

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績 29

目標値 30

達成度 ％ 31

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

土壌分析を行い指導

実績 件 2,127 3,902 1,651

当初見込み 件 1,810 3,660 1,910 1,890

170

チェック



財
源
内
訳

国支出金

0

0 0

0

0 0

0 0

0

事業費計

0

道支出金

0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

前期事業費

0 0 0

0 0 0

33年度 34年度

0 0

一般財源

道支出金

合計

0

0

その他

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

実施計画策定時
29年度

0

0 0 0

H27

0

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

地方債

一般財源

0

0

0

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価
栽培技術の普及や新規作物の導入など、その役割が果たされており、今後も引き
続き事業の実施が必要。

予算額 31年度

評価年度

0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

0

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

0 0 0

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0
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12 16 16 17

29年度見込

実証圃を活用した試験課題数

実績 件 12 16 16

当初見込み 件

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

目標値

28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

達成度 ％

執行率（％） 99% 101% 91% 0% 0%

決算額 20,629 16,879 15,796

22,927

事業費計 20,897 16,634 17,334 19,572 22,927

一般財源

その他 0 0 0 0 0

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金 0 0 0 0 0

地方債

69

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

新たな栽培技術や農産物導入に向けた試験・研究により更なる収益性や作業効率の向上を図り、生産者への情報提供を行う。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

実証圃における試験栽培による新たな栽培技術や作物の導入
土壌診断に基づく施肥設計による適正な肥培管理の実施
培養技術を活用した苗供給による安定生産の実現

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 農務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 農業振興センター事業 新規/継続 継続

第2次名寄市農業・農村振興計画

作成責任者

事業開始年度

実施計画事業 農業振興センター事業

農業・農村の振興

農業振興センターの充実

基本事業 収益性の高い農業経営の確立

主要施策

番号

山田 裕治

補助率、起債充当率
補助　0％

充当率　0％
会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

69 69 69 0道支出金

0 00 00

20,828 16,565 17,265 19,503

27年度

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

25,127 24,327 22,527

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

34年度 合計

0

地方債

評価・提言へ
の対応

19,500 19,500 78,000

94,508

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

19,500

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価
農業分野では常に新たな品種や栽培技術が公表され、名寄の自然条件に合うもの
を選定していく必要がある。また、そうした取組により収益性の向上を図ることが、農
業経営を安定させていくことから、引き続き試験・研究と指導が必要である。

19,500

予算額 31年度

評価年度

一般財源

3,826

0

0

19,500 78,000

事業費計 19,500

前期事業費 29年度当初予算

H29

94,508

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

地方債

実証・展示

土壌分析

組織培養

27,000 19,500 19,500

5,000 5,000

前
期
計
画
策
定
当
初

5,000 2,500 2,500

10,000

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

12,000

道支出金

その他 0

22,527

0

その他

0

一般財源

道支出金

合計

財
源
内
訳

国支出金

0

42,499 19,572 22,927

30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

19,500

10,353

19,500

道支出金

前期事業費
実施計画策定時

29年度

12,000 12,000

34年度

0

事業費計

25,127

10,200

1,826

4,626 5,727

4,913

22,52722,527

・人員配置の変更（高齢者事業団⇒臨時職員）
・経年劣化によるホイルローダーの入れ替え（７年リース）

24,327

33年度

0

18,407

9,913

管理運営事業

実証・展示事業

土壌分析事業

組織培養事業

2,000

5,000

8,207



0 0 1 1

2９年度見込

農畜産物のブランド化の品目数

実績 品目 0 0 0

当初見込み 品目

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

30

達成度 ％ 0 0 0

0 0 1 29

目標値 品目 0 0 1 1

27年度 28年度
目標

- 年度

農畜産物のブランド化
１年間のブランド化の品目
数

成果実績 品目 0
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） - - - - -

事業費計 0 0 0 0 0

地方債

その他

29年度 30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

一般財源

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度

決算額

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

経済元気化

収益性の高い農業経営の確立

主要施策

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

他産地との差別化や、名寄の農産物の知名度UP等、消費者に選ばれるための「名寄産」のブランド化に取り組み、有利販売や販路拡大を図る。

事業開始年度 担当課室 農務課

国・道の事業名

基本事業

総合計画

関係する計画等

基本目標

重点プロジェクト

事業名 ブランド化の推進と販売拡大事業

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

新規/継続

実施計画事業 ブランド化の推進と販売拡大事業

農業・農村の振興

特産物の振興とブランド化と販売拡大

道支出金

第2次名寄市農業・農村振興計画

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

根拠法令

番号

岡村　美佳

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分

名寄の気候風土を活かした栽培方法やストーリーなどによる他産地との差別化を図り、名寄産農畜産物の品質の良さや特徴、安全・安心など、消費者に「名
寄産」をより広く知ってもらえる有効な手法をＪＡ、生産者等とさらに検討を進める。
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継続 作成責任者

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

0 0 0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

評価年度

0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

0

0

提言

C
（規模・内
容を見直
し）

評価 認証制度の目標値に達していないことからPR・ブランド化の手法として再検討が必要

予算額 31年度

一般財源

0

0

Ｈ29

0

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

地方債

0

0 0 0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

せい 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

前
期
計
画
策
定
当
初

道支出金

その他 0

0

0

その他

一般財源

道支出金

合計 0

国支出金

0 0

33年度

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

道支出金

0 0 0

0

0

0

34年度

0

JA道北なよろや生産組合等と協議し、ブランド化の手法や品目について検討する

財
源
内
訳

事業費計

0

0

0
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道支出金

番号

岡村　美佳

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分

平成２９年度ローリング調書

実施計画事業 ブランド化の推進と販売拡大事業

農業・農村の振興

特産物の振興とブランド化と販売拡大

基本事業 収益性の高い農業経営の確立

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

根拠法令

基本目標

重点プロジェクト

事業名 高付加価値化と6次化の推進 新規/継続 継続

第2次名寄市農業・農村振興計画

作成責任者

事業開始年度
事業終了

（予定）年度

主要施策

担当課室 農務課

国・道の事業名

総合計画

関係する計画等

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

経済元気化

基本計画事業

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

農畜産物の加工により、規格外品の有効活用と付加価値を高めることによる収益性と名寄ブランドの知名度向上を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

商品化や流通等専門アドバイザー等、関係機関の紹介や研修会等の情報提供を行う。また、関係する庁内各部での情報共有と連携を図り、
マッチングなど農商工連携による新商品の開発や六次化にむけた補助メニュー等についても情報提供を行う。
グループや団体が行う、名寄市の農畜産物を使った加工品で、特に認められる加工品の試作・研究でのグリーンハウス、あぐりん館使用料について免除し、
加工技術や知識向上を推進する。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

事業費計 0 0 0 0 0

決算額

執行率（％） - - - - -

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

六次化による農産物の商品
化（品目数）

　　六次化された商品数/
年

成果実績 件 1 0 0 1 29

目標値 件 1 1 1 1 30

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

六次化による商品化に向けた情報提供や農商工連携へ
のマッチング支援数

実績 件 0 0 0

当初見込み 件 1 1 1 1

チェック



事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0

0

0

道支出金

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

0

0 0 0

33年度 34年度

一般財源

道支出金

合計

0

0

その他

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0 0 0

0

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

地方債

一般財源

0

0

0

提言評価

予算額 31年度

評価年度

0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

0

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

0 0 0

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％

目標値

27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 100% 100% 83% 0% 0%

決算額 1,430 1,430 1,564

1,430 1,887 2,184 1,930

事業費計 1,430 1,430 1,887 2,184 1,930

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

農業者の高齢化や担い手不足に伴う労働力不足を解消するため、労働力確保に向けたコントラクターの育成や他産業との連携及び市内労働力とのマッチン
グなどの対策に取り組み、安定生産につなげていく。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

雇用環境の改善による労働力確保に向けて法人化を推進していく。
農休日を確保しゆとりある経営を実現するため酪農ヘルパー事業を推進する。
労働力確保対策について、JA等と協議を進め事業化の検討を進める。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 農務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 労働力確保対策事業 新規/継続 継続

第2次名寄市農業・農村振興計画

作成責任者

事業開始年度

実施計画事業 労働力確保対策事業

農業・農村の振興

農業経営の体質強化

基本事業 多様で持続可能な農業経営の促進

主要施策

番号

山田　裕治

補助率、起債充当率 会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

道支出金

1,430

174

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

2,000 3,500 3,500

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

34年度 合計

0

地方債

評価・提言へ
の対応

3,500 3,500 14,000

12,500

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

3,500

評価 調査結果を踏まえ引き続き課題解消に向けた検討に取り組む。

3,500

評価年度

3,500 14,000

事業費計 3,500

3,500

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

12,500

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

労働力確保対策

酪農ヘルパー事業

合計

酪農ヘルパー事業

労働力確保対策

一般財源

0

0

7,000 3,500 3,500

前期事業費
実施計画策定時

29年度

3,000 1,500

前
期
計
画
策
定
当
初

酪農ヘルパー事業補助金　1,500千円
雇用マッチング支援、コントラクター育成支援、法人化の推進などの
労働力確保に向けた事業化を想定し運営・補助として2,000千円を計
画搭載

4,000 2,000 2,000

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

1,500

その他 0

道支出金

予算額 31年度

Ｈ29

3,500

0

その他

3,5002,000 3,500 3,500一般財源

道支出金

33年度 34年度

地方債

3,500

0

4,114 2,184 1,930

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

1,254 754 500 労働力確保対策に係る事業内容について、検討段階のため事業費を
減額した。

2,860

0

1,430 1,430

道支出金

0

0

0

事業費計

財
源
内
訳

国支出金
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1 1 3 1

29年度見込

新規融資件数

実績 1 1 3

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

30

達成度 ％ 54.7 41.6 32.6

12,470 9,772 30,000 29

目標値 千円 30,000 30,000 30,000 30,000

27年度 28年度
目標

- 年度

融資預託金額

成果実績 16,399
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 33% 42% 33% 0% 0%

決算額 16,399 12,470 9,772

30,000 30,000

事業費計 50,000 30,000 30,000 30,000 30,000

一般財源

地方債

その他 50,000 30,000 30,000
予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

財
源
内
訳

国支出金

主要施策

基本目標

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

農業経営の改善と育成、農業振興を図るため融資事業に取り組む。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

JA道北なよろへ預託金を拠出し融資を行う。融資対象となる事業（１）簡易な土地改良事業、（２）農業用施設の改良又は新設、（３）農村生活環境の整備、（４）
土地の購入、（５）農業機械の取得、（６）搾乳牛、繁殖用牛、種豚の購入、（７）振興作物の導入
融資限度額は、事業費の8割または個人８００万円・法人及び団体1,000万円のいずれか低い額。

事業開始年度 担当課室 農務課

国・道の事業名

多様で持続可能な農業経営の促進

総合計画

関係する計画等

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

重点プロジェクト

事業名 農業振興資金融資事業

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

新規/継続 継続

第2次名寄市農業・農村振興計画

実施計画事業 農業振興資金融資事業 農業・農村振興条例

農業・農村の振興

経営支援システムの充実

基本事業

総合戦略

根拠法令

基本計画事業

番号

山田 裕治

補助率、起債充当率 会計区分 一般会計

作成責任者

30年度要求予定

道支出金

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

120,000

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

30,000 30,000 30,000

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

30,000

評価年度

0

事業費計 30,000

評価・提言へ
の対応

30,000 30,000 120,000

0

0

提言評価

一般財源

0

120,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

60,000 30,000 30,000

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

60,000 30,000 30,000

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

道支出金

その他 30,000 30,000 30,000 30,000 120,000

地方債

予算額 31年度

0

合計

30,000

0

その他 30,000 30,000 30,000

一般財源

道支出金

33年度 34年度

0

60,000 30,000 30,000

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

60,000 30,000 30,000

0

道支出金 0

0

30,000

事業費計

財
源
内
訳

国支出金



3 3 3 3

29年度見込

重点活動として出会いの場の機会提供

実績 回 3 3 3

当初見込み 回

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

30

達成度 ％ 60 120 100 5 31

6 5 5 29

目標値 組 5 5 5 5

27年度 28年度
目標

- 年度

農業後継者の婚姻成立数の
増

農業後継者の婚姻成立数

成果実績 組 3
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 100% 100% 100% 0% 0%

決算額 360 360 360

666

事業費計 360 360 360 666 666

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

本市の基幹産業である農業が将来ともに継続的に維持、発展させるために農業後継者のパートナー対策を推進する。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

①婚活機会（出会いの場）の提供
②婚活相談、情報提供活動の推進

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

経済元気化

基本目標

重点プロジェクト

事業名 農業後継者対策事業 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 平成11年度

実施計画事業 農業後継者対策事業

農業・農村の振興

担い手の育成

基本事業 農業担い手の育成と確保

主要施策

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

担当課室 農業委員会

道支出金

360 360 360 666

176番号

今　正人

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

666 666 666

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

34年度 合計

0

地方債 0

評価・提言へ
の対応

700 700 2,800

2,664

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価

2,800

事業費計 700

0

666666 666

700

700

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

名寄市農業後継者対策
協議会負担金

Ｈ29

2,664

合計

女性部への加入が増えるなどの良い効果も出ている。

700 700

合計

名寄市農業後継者対策
協議会負担金

一般財源

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

1,400

0

0

0

0

1,400 700 700

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

700

前
期
計
画
策
定
当
初

その他 0

31年度

その他

評価年度

666事業費計

道支出金

700

0

30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

666一般財源

道支出金

前期事業費 29年度当初予算

33年度 34年度

地方債

予算額

0

0

700

0

1,332 666 666 必要事業費の精査による

0道支出金

0財
源
内
訳

国支出金

0

1,332 666 666



0 0 0 45

29年度見込

助成金の申請件数

実績 件 0 0 0

当初見込み 件

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

30

達成度 ％ 10 31

8 11 10 29

目標値 件 10 10 10 10

27年度 28年度
目標

- 年度

農業子弟が就農した人数 　就農人数/年

成果実績 件 4
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） - - - 0% 0%

決算額

11,500 6,250

事業費計 0 0 0 11,500 11,500

一般財源

その他 5,250

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

担い手となる農業後継者への支援を行い、経営や栽培技術面でのスキルアップと農業所得の向上を目指す。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

後継者の就農に伴って規模拡大や経営の多角化に必要な作業用機械やビニールハウス等の導入経費、収益性の向上に向けた事業計画を達成するための
経費、技術習得のための視察研修、大型特殊自動車免許取得経費等の経費を助成する。
①研修・生産支援助成金（就農初期　３年未満）　ｱ）規模拡大や経営の多角化に必要な施設、機械の導入（１/２以内　５０万限度）　※JAと協調
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ｲ）技術習得のための視察研修等（１/２以内　１０万円限度）　※JAと協調
②　　　　　　　　〃　　　　　（経営継承準備期　５～10年未満）　収益性の向上に向け、３年後を目標に５％以上所得が向上する計画達成のために行う事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１/２以内　１００万円限度）　※JAと協調
③免許取得支援助成金（就農から５年以内）　大型特殊免許取得、フォークリフト運転技術講習受講の経費　（１/２以内　５万円限度）　市単独

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 農務課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 担い手育成支援事業 新規/継続 継続

第2次名寄市農業・農村振興計画

作成責任者

事業開始年度 平成２９年度

実施計画事業 担い手育成支援事業 　名寄市農業・農村振興条例

農業・農村の振興

担い手の育成

基本事業 農業担い手の育成と確保

主要施策

番号

岡村　美佳

補助率、起債充当率
補助　  ％

充当率　  ％
会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

道支出金

177

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

21,000

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

11,500 11,500 11,500

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

6,000

6,000

評価年度

6,000 24,000

事業費計 6,000

評価・提言へ
の対応

6,000 6,000 24,000

25,000

0

提言
B

（進め方を
改善）

評価
担い手農業者の育成のため、知識や経験を得る事は重要であり、引き続き支援が
必要と考えるが、事業申請者の拡大に向けて利用しやすい支援内容を検討していく
必要がある。

6,000

予算額 31年度

一般財源

2,000

0

1,000

H29

46,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

研修・生産支援助成金（就
農初期）

研修・生産支援助成金（経
営継承準備期）

免許取得等支援助成金

地方債

研修・生産支援助成金（就
農初期）
研修・生産支援助成金（経
営継承準備期）

免許取得等支援助成金

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

12,000 6,000 6,000

1,000 1,000

2,500

2,000

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

前
期
計
画
策
定
当
初

道支出金

その他 0

合計

11,500

0

その他 5,250 5,250 5,250

6,2506,250 6,250 6,250一般財源

道支出金

33年度 34年度

0

23,000 11,500 11,500

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

6,000

11,000

1,000

道支出金

5,000 2,500 2,500 研修・生産支援助成金はＪＡと協調で支援するため、市が助成分を全
額申請者へ支払った後にＪＡから市へＪＡ負担分を入金する仕組みと
している。
（補助率２分の１の内の２分の１をＪＡが負担）

5,000 2,500

5,000 5,000

0

青年農業者が必要とする技術や知識などを修得する機会の創出や、制度内容をニーズに合うよう柔軟に対応できるものに変更していく
必要がある。

5,250

研修・生産支援助成金はＪＡと協調で支援するため、市が助成分を全
額申請者へ支払った後にＪＡから市へＪＡ負担分を入金する仕組みと
している。
（補助率２分の１の内の２分の１をＪＡが負担）

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0

5,500 5,500

10,000

0



ｓ

6,198

27年度

道支出金

番号

岡村　美佳

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 新規就農者確保対策事業 名寄市新規就農者等に関する条例および施行規則

農業・農村の振興

農業担い手支援センターの充実

基本事業 農業担い手の育成と確保

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 新規就農者確保対策事業 新規/継続 継続

第2次名寄市農業・農村振興計画

作成責任者

事業開始年度 平成29年度 担当課室 農務課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

新規就農希望者が、就農し農業者として自立できるよう関係機関・団体とともに農業技術の向上や安定的な経営に向けた支援体制の充実を図る。
新規就農者が必要とする作業用機械や施設等、営農初期にかかる多額の資金の支援を行い、経営の早期安定を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

離農者が増加する中、新規就農者の確保が大きな課題となっていることから、名寄市担い手育成センターに支援チームを設置し機能強化を図るとともに、関
係機関・団体と連携し、農業研修並びに就農に向けた相談、農業技術の習得や経営に関する指導等体制及び住宅環境も含めて充実させる。
また、営農に必要な作業用機械や施設の導入等初期投資として係る経費の助成を行い、経営の早期安定を図る。
平成29年度からは短期の農業体験実習事業を実施し、名寄での就農を具体的に検討するきっかけを作るものとし、地域おこし協力隊についても引き続き農業
支援員を募集する。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他 1,333

7,827

事業費計 0 0 0 6,198 9,160

一般財源

決算額

執行率（％） - - - 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

達成度 ％

28年度
目標

- 年度

　　　新規就農者支援
就農後の支援を受けてい
る経営体

成果実績 2 2 3 29

目標値 2 2 3 4 30

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

　　　地域おこし協力隊として活動している隊員数

実績 名 4 4 4

当初見込み 名 6 6 6 6

経済元気化

178

チェック



12,000

0 0

1,833 1,833 1,833

7,327

0 0

0

0 2,840

0

198

0

7,3277,3277,327

6,000

0

今後も関係機関とともに支援を継続する。

平成２９年度当初で就農研修経費助成の対象者なし

事業費計

財
源
内
訳

6,000

5,680 2,840 2,840

2,840

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額

0

1,833

前期事業費事業費内訳

6,000

15,358 6,198 9,160

33年度 34年度

国支出金

0 0

道支出金

合計

31年度

0

その他

Ｈ29

36,640

地方債

一般財源

7,332

9,160

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

前
期
計
画
策
定
当
初

道支出金

2,000 2,000 0

0

住環境整備

6,000

実施計画策定時
29年度

320 320

就農研修経費　２名

就農支援　２名

体験実習・就農体験

12,000

640

20,320

一般財源

518

0

320

住環境整備

合計

事業費内訳

11,160 9,160

合計

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価 新規参入者を受け入れていくためには、農業者として自立できるまでの支援が必要である。

予算額

29,308

事業費計 9,160

主な増減理由（事業の追加や変更等）

1,333

評価・提言へ
の対応

9,160 9,160 36,640

31,308

就農研修経費　２名分

1,333

7,827

1,333 1,333

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

9,160

評価年度

34年度

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

新規就農支援事業

農業体験実習事業

その他

地方債 0

道支出金

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

5,332

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

9,160 9,160 9,160

0

0

0

0

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

地方債

その他

合計

財
源
内
訳

国支出金

0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

7,8277,827 7,827
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0 0 0 4

29年度見込

農村女性活動支援事業申請数

実績 件 0 0 0

当初見込み 件

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

30

達成度 ％ 13 31

11 11 13 29

目標値 件 13 13 13 13

27年度 28年度
目標

- 年度

農村女性グループ・団体の
数

農村女性グループ・団体の
数

成果実績 件 11
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） - - - 0% 0%

決算額

360 360

事業費計 0 0 0 360 360

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

農村女性が農業に関する技術や知識習得など、個人の資質やグループ活動の活性化を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

農村女性が主体的に行う、経営、栽培、加工、販売などの農業に関する技術や知識習得などの市内で開催する研修会又は交流会の開催費用並びに市外で
の研修会、
視察の参加経費の一部を補助する。
【市内開催】　　　　　　補助率及び限度額　３０，０００円以内　　対象経費：講師の謝金・交通費・宿泊代・会場使用料・印刷製本費・消耗品等
【市外での研修等】　　補助率及び限度額　２分の１　５０，０００円以内　　対象経費：参加交通費・宿泊代・参加費・貸切バス等

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 農務課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 農村女性活動支援事業 新規/継続 継続

第2次名寄市農業・農村振興計画

作成責任者

事業開始年度 平成29年度

実施計画事業 農村女性活動支援事業 名寄市農業・農村振興条例施行規則

農業・農村の振興

女性農業者の活動支援

基本事業 農業担い手の育成と確保

主要施策

番号

岡村　美佳

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

道支出金

0 0 0

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

360 360 360

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

300

300

評価年度

300 1,200

事業費計 300

評価・提言へ
の対応

300 300 1,200

1,440

0

提言評価

300

予算額 31年度

一般財源

0

0

1,440

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

農村女性活動支援事業

地方債

600 300 300

農村女性活動支援事業

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

道支出金

その他 0

合計

360

0

その他

360360 360 360一般財源

道支出金

33年度 34年度

0

720 360 360

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

300

720

道支出金

600 300 300

0

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0

360 360

0

0
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620 350 350

9,327

道支出金 300 350

番号

山田　裕治

補助率、起債充当率 会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 有害鳥獣駆除対策事業 農業・農村振興条例

農業・農村の振興

有害鳥獣対策の推進

基本事業 人と自然にやさしい農業の推進

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 有害鳥獣駆除対策事業 新規/継続 継続

第2次名寄市農業・農村振興計画

作成責任者

事業開始年度 担当課室 農務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

農産物に食害等の被害をもたらす有害鳥獣を捕獲等による駆除を行い、被害防止に取り組む。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

市、JA道北なよろ、猟友会から構成される名寄市有害鳥獣農業被害防止対策協議会に対して補助金を交付し、有害鳥獣の駆除活動に取り組む。
捕獲した鳥獣について、焼却処分を行うための施設の維持管理を行い適正な処分を行う。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

12,100 11,790 14,578 14,650

事業費計 9,627 12,450 12,410 14,928 15,000

決算額 9,467 10,653 11,519

執行率（％） 98% 86% 93% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

エゾシカ捕獲実績

成果実績 頭 330 354 433 500 29

目標値 500 500 500 500 30

達成度 ％ 500 31

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

エゾシカ捕獲従事者数

実績 人 51 51 51

当初見込み 51 51 51 51

チェック



0

今後、達成状況の成果指標の記載方法は検討してまいります。また、シカ肉の活用においては、加工施設や販売先などが難しい課題
だと考えております。

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0

0

0

6,928 7,000

道支出金

13,928

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

16,000 8,000 8,000

14,000

0

29,928 14,928 15,000

0

一般財源

道支出金

33年度 34年度

地方債

その他

15,00015,000 15,000 15,000

平成28年度

15,000

0

道支出金

予算額 31年度

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

8,000

前
期
計
画
策
定
当
初

12,000 6,000 6,000

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

16,000 8,000

0

0

28,000 14,000 14,000

その他

合計

有害鳥獣対策協議会補助金

鳥獣処分費用

一般財源

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

有害鳥獣対策協議会補助金

鳥獣処分費用

14,000

評価年度

14,000 56,000

事業費計 14,000

14,000

提言
A

（現状のま
ま継続）

60,000

評価・提言へ
の対応

14,000 14,000 56,000

60,000

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

14,000

評価 今後も狩猟により有害鳥獣の駆除に取り組むことで、農産物の被害を防ぐことが必要。

34年度 合計

0

地方債 0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

15,000 15,000 15,000

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



2,401 2,702 2,696

道支出金

番号

岡村　美佳

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 農業・農村交流促進事業 名寄市農業・農村振興条例

農業・農村の振興

グリーンツーリズムの推進、食育・地産地消の推進

基本事業 豊かさと活力ある農村の構築

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 農業・農村交流促進事業 新規/継続 継続

第2次名寄市農業・農村振興計画

作成責任者

事業開始年度 担当課室 農務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

都市と農村、市民と農業・地場農産物とを結ぶグリーンツーリズムなどの交流推進や、食育活動を通じた地産地消の推進により、基幹産業である農業へ理解
の深めるとともに、地場農産物の消費拡大を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

・農業体験受入などに取り組む団体の活動支援に取り組む。（食育ネットワーク（736千円）、グリーンツーリズム推進協議会（100千円）
・産業まつりの実施による地産地消の推進（1,300千円）
・地産地消フェアの開催（200千円）
・地産地消付加価値向上事業（300千円）

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

2,636 2,750

事業費計 2,401 2,702 2,696 2,636 2,750

一般財源

決算額 2,083 2,203 2,378

執行率（％） 87% 82% 88% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

産業まつり・地産地消フェア・
新春なよろもちつき大会来場
者数

産業まつり・地産地消フェ
ア・新春なよろもちつき大
会来場者数

成果実績 人 7,650 8,700 8,200 8,500 29

目標値 人 8,000 8,500 8,500 8,500 30

達成度 ％ 95.6 102.4 96.5 8,500 31

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

地産地消に係る市内開催のイベント数

実績 3 3 3

当初見込み 3 3 3 3

181,182

チェック



財
源
内
訳

国支出金

0

1,300 1,300

450

600 300

200 250

0

事業費計

100

道支出金

2,600 1,300 1,300

2,750

300

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

2,750

2,600

33年度 34年度

736 800

2,636

一般財源

道支出金

2,750

0

その他

2,7502,750 2,750 2,750

その他 0

前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

前
期
計
画
策
定
当
初

道支出金

合計

0

5,386

800

200

600 300 300

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

1,600 800

前期事業費
実施計画策定時

29年度

500 250 250

5,500 2,750 2,750

100 100

産業まつり

地産地消フェア

グリーンツーリズム

地産地消付加価値向上事業

食育活動事業

Ｈ29

11,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

産業まつり

地産地消フェア

グリーンツーリズム

地方債

地産地消付加価値向上事
業

食育活動事業

一般財源

200

1,536

100

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価
グリーンツーリズム：今後も農業に対する理解を深め広げていくために、グリーン
ツーリズムの活動は重要であり、取り組みへの支援により持続的な活動が期待され
ることから事業を継続する。

2,750

予算額 31年度

評価年度

2,750 11,000

事業費計 2,750

評価・提言へ
の対応

2,750 2,750 11,000

11,000

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

2,750

2,750

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

2,750 2,750 2,750

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



310一般財源

決算額 942 561

71 299 39

800 600 3001,100

1,038

道支出金

番号

芳賀　正幸

補助率、起債充当率 会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

森林整備担い手対策事業（森林作業員就業条件整備
事業）

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 森林整備担い手対策事業（森林作業員就業条件整備事
業）

森林整備担い手対策推進事業実施要領（道水産林務部長通
知）

森林保全と林業の振興

林業担い手の育成

基本事業 森林利用の促進及び人材育成

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 森林整備担い手対策事業（森林作業員就業条件整備事業） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 耕地林務課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

道内の林業事業体に雇用される森林作業員は、高齢者の割合が高く、このままの状況が続けば、林業生産活動だけでなく、計画的な森林の整
備や森林の公益的機能の発揮に大きな支障を来すことが懸念されるため、森林作業員の育成及び林業労働力の確保を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

森林作業員就業条件整備事業として、65歳未満を対象に森林作業員、事業主、市町村及び道が一定掛金等を負担し、作業員へ就労日数に応
じた奨励金を支給することにより、就労の長期化・安定化の促進と林業労働力の確保を図る。（道内林業事業体に雇用される森林作業員のう
ち、名寄市内に居住する方）

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

610

事業費計 1,171 1,099 639 610 610

執行率（％） 89% 86% 88% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

実際に市が負担した森林
作業員の人数

成果実績 人 34 32 26 27 29

目標値 人 68 68 68 30 31

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実際に市が負担した森林作業員の人数

実績 人 34 32 26

当初見込み 人 68 68 68 27

経済元気化

183

チェック



事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0

310 610

0

300 道要領（北海道水産林務部長通知）が改正され、対象作業員の年齢
引き下げに伴う支給対象人数の減少及び市町村の負担額が減額と
なったため。920

道支出金

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

1,200

300

0

1,220 610 610

33年度 34年度

610一般財源

道支出金

合計

610

0

その他

610610 610

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

2,400 1,200 1,200

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

2,400 1,200 1,200

一般財源

H29

2,440

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

地方債

一般財源

地方債

一般財源

0

0

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価

森林整備の担い手である森林作業員の就労条件を良くすることは、森林整備の推
進はもとより、地域への定住促進や山村振興対策などにつながることから今後も継
続する必要がある。また、北海道の要領により実施されている事業のため継続が望
ましい。

1,200

予算額 31年度

評価年度

1,200 4,800

事業費計 1,200

評価・提言へ
の対応

1,200 1,200 4,800

2,440

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

1,200

1,200

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

610 610 610

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



5,521

6,770道支出金 6,770 6,153 6,769 6,769

番号

芳賀　正幸

補助率、起債充当率
補助率16/26以

内
会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

未来につなぐ森づくり推進事業

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 民有林林業振興推進事業 未来につなぐ森づくり推進事業実施要綱
名寄市農業・農村振興条例施行規則

森林保全と林業の振興

民有林の造林推進

基本事業 民有林の施業促進

主要施策

1,580 1,580 1,580

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

森林が将来にわたり適切に管理され、森林の有する多面的機能の発揮と安定的かつ効率的な経営を担えるように、森林資源の保全・管理・条
件整備を図る支援を実施する。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

基本目標

重点プロジェクト

事業名 民有林林業振興推進事業 新規/継続 継続

名寄市森林整備計画

作成責任者

事業開始年度 担当課室 耕地林務課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

１　未来につなぐ森づくり推進事業
　　公共補助で造林した場合、標準経費における16％を道が、10％を市が上乗せ補助する。
２　民有林人工林除間伐事業
　　人工林の除伐、切捨間伐並びに搬出間伐における森林所有者の負担を軽減し、優良材生産と優良森林資源の確保を図る。
　　搬出間伐：10,000円/ha　　切捨間伐：15,000円/ha
３　野そ駆除事業
　　若齢林の野そ被害を防止し、健全な森林を育成する（実行経費から国・道の補助額を差し引いた額）

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

6,898 6,863 7,241

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他 1,580

5,710一般財源

事業費計 13,668 14,596 15,590 13,870 14,060

決算額 11,316 14,237 12,189

執行率（％） 83% 98% 78% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み
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チェック



財
源
内
訳

国支出金

27,080

6,769 6,770

3,160

0

30年度要求予定額

1,580 1,580

6,770 6,770 27,080

1,580

事業費計

6,770 6,770 6,770 6,770

前期事業費 29年度当初予算

5,521

道支出金

13,540 6,770 6,770

主な増減理由（事業の追加や変更等）

7,290

13,539

0

前期事業費

27,930 13,870 14,060

33年度 34年度

5,710一般財源

道支出金 6,770 6,770

合計

14,060

0

その他 1,580 1,580 1,580

5,7105,710 5,710

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

前
期
計
画
策
定
当
初

14,580 7,290 7,290

0

0

実施計画策定時
29年度

0

28,120 14,060 14,060

道支出金

一般財源

H29

56,240

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

道支出金

その他

一般財源

地方債

一般財源

11,231

0

5,710

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価
森林所有者の負担軽減と優良森林資源の確保に向け、民有林における間伐の推
進は有効である。

7,290

予算額 31年度

評価年度

7,290 29,160

事業費計 14,060

評価・提言へ
の対応

14,060 14,060 56,240

22,840

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

7,290

14,060

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

6,320

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

14,060 14,060 14,060

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



3,300 2,040

185

750 600

29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％

目標値

27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 100% 98% 87% 0% 0%

決算額 2,994 4,297 3,384

事業費計 3,000 4,400 3,900 2,720 4,400

財
源
内
訳

国支出金

600680600

予算額 26年度

その他

一般財源

30年度要求予定

2,250 3,800

総合計画

関係する計画等

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

森林所有者等が施業の実施に不可欠な森林の現況調査や既存路網の改良を実施するため、森林整備地域活動支援交付金を交付することで、計画的かつ一
体的な森林整備の推進を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

・集約化による作業効率の高い間伐実施を推進するため、間伐実施予定地における森林調査および森林所有者の意思確認に対する支援。
　30,000円/ha（国1/2、道1/4、市1/4）
・境界が不明瞭な森林で森林所有者等の立会による確認等を実施し、境界を明確にする活動への支援。
　16,000円/ha（国1/2、道1/4、市1/4）
・協定対象森林において、既存路網の改良を行う。
　20,000円/ha（国費のみ）

予算額・
決算額

（単位:千円）

森林整備地域活動支援交付金

実施計画事業 森林整備地域活動支援交付金

27年度 28年度 29年度

担当課室 耕地林務課

国・道の事業名

総合戦略

新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名

森林保全と林業の振興

林業担い手の育成

基本事業 民有林の造林効率化

主要施策

根拠法令

基本計画事業

番号

芳賀　正幸

補助率、起債充当率
国50％
道25％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

森林整備地域活動支援交付金

事業終了
（予定）年度

3,800道支出金

チェック



00

0

0

事業費計 0 0 0

一般財源

0

その他

予算額

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

実施計画策定時
30年度

31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

4,400 4,400 4,400

600

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金 3,200 3,200

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

3,200 3,200 12,800

地方債

600

4,400

評価年度

600 2,400

事業費計 4,400

評価・提言へ
の対応

4,400 4,400 17,600

2,400

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価
事業の集約化、作業効率の高い事業実施を図ることなど、今後も森林組合と連携し
継続して取り組む必要がある。

600

予算額 31年度

一般財源

1,280

0

H27

17,600

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

国支出金

道支出金

一般財源

地方債

国支出金

道支出金

一般財源

0

8,800 4,400 4,400

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

600 600

6,400 3,200 3,200

前
期
計
画
策
定
当
初

1,200 600 600

1,200

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

道支出金

その他 0

合計

4,400

0

その他

600600 600

3,800 3,800

33年度 34年度

0

7,120 2,720 4,400

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

600

4,560 1,360 3,200 29年度当初予算編成段階で、国要領及び道要領が29年度改正予定
であり、路網改良の要件や交付単価が未定のため当初予算要求を
見送ることとした。
路網改良　20,000円×100ha＝2,000,000円（国費のみ）実施予定

1,280

680

道支出金 600 600 600 600 2,400

3,800 3,800 15,200

事業費計

財
源
内
訳

一般財源

道支出金

国支出金

680 600

600

0



19,917

35,700

8,406

9,406 24,470 22,622 28,616

20,333道支出金 21,148 21,509 19,517 21,307

番号

芳賀　正幸

補助率、起債充当率 補助 約59％ 会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 市有林造林事業 森林法

森林保全と林業の振興

市有林造林事業

基本事業 市有林の整備促進

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 市有林造林事業 新規/継続 継続

名寄市森林整備計画

作成責任者

事業開始年度 担当課室 耕地林務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

名寄市の総森林面積は３３，４５５haあり、そのうち市有林の総面積は２，４８８haで全体の７．４％を占めている。そのうち人工林は１，５２６ha（約６１．３％）あ
り、名寄森林整備計画を遵守し策定した森林経営計画に基づきいて整備することとしている。森林の持つ公益的機能を高めることや木材資源の価値を高める
こを目的とし、植林や保育、間伐など適切かつ効率的な森林整備を実施する。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

５年を１期として策定する森林経営計画に基づき、森林環境保全直接支援事業等の補助事業を活用し植栽や保育、間伐などの森林整備を実施する。
戦後の拡大造林政策によって生み出され、適齢伐採時期を迎えたカラマツおよびトドマツ人工林を伐採し、植えて育てることが必要になるため、年間５ha実施
していた皆伐を今後は年１０～２０ha実施しする。森林を伐採後、植林することが義務付けられているため、植林面積についても今後増加する。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

10,921

事業費計 50,471 56,849 50,161 58,329 66,954

一般財源 10,870 8,022

決算額 49,282 53,209 51,270

執行率（％） 98% 94% 102% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績 29

目標値 30

達成度 ％ 31

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

人工造林面積

実績 ha 5.9 4.7 5.3

当初見込み ha 5 5 5 5

186

チェック



81,332

21,307 20,333

64,316

0

81,332

56,100

第１次及び第２次計画当初は造林事業の委託料のみを事業費として
いたが、これまでも議会等において、市有林管理の収支について質
問を受けることがあり、造林事業は造林に係る委託料以外にも森林
保険料や維持管理委託料等も含めた経費が市有林管理に係る事業
費と考え、第１次総計の決算額も同様とし報告しているため、２次総
計の予算額についても維持管理等の諸経費を含めたものを事業費と
する。

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

20,333

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額

28,616 35,700

20,333

20,333 20,333 20,333

8,406

道支出金

40,666 20,333 20,333

主な増減理由（事業の追加や変更等）

▲ 1,208

41,640

前期事業費

0

125,283 58,329 66,954

33年度 34年度

20,333

13,551一般財源

道支出金 20,333 20,333

合計

89,984

0

その他 45,900 45,900 56,100

13,55112,416 12,416

その他 45,900 45,900 56,100 56,100 204,000

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

前
期
計
画
策
定
当
初

61,200 25,500 35,700

▲ 5,821

0

実施計画策定時
29年度

▲ 3,478 ▲ 2,343

0

96,045 42,355 53,690

道支出金

その他

一般財源

H26

337,266

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

道支出金

その他

一般財源

地方債

一般財源

19,327

0

10,921

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価
森林の有する多面的機能を確保していくため、林業生産の場だけの役割でなく、精
神的なゆとりの場、健康的な活動の場など、保健・文化・教育等の場として、保育事
業に重点を置き森林整備に努めている。

▲ 1,208

予算額 31年度

評価年度

▲ 73 ▲ 2,562

事業費計 65,025

評価・提言へ
の対応

76,360 76,360 282,770

51,934

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

▲ 73

65,025

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

204,000

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

78,649 78,649 89,984

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0
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一般財源 0 0

道支出金

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　20％
充当率　－％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 中心市街地近代化事業
名寄市中小企業振興条例  （平成18年３月27日条例第177号)
名寄市中小企業振興条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第159号）

3　商業の振興

1　中心市街地の活性化

基本事業 1　商業の活性化

主要施策

重点プロジェクト

事業名 中心市街地近代化事業（中小企業振興条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

基本目標
Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

郊外型大型店舗の進出等により衰退しつつある中心市街地＝名寄市都市計画用途地域の商業地域における近代化事業（店舗又は事務所の
新築・増築・改築及びそれらに伴う設備導入）に対し、インセンティブを持たせた補助を行うことにより、中心市街地内で商業活動の振興を図り、
中心市街地の活性化を目指す。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

名寄市中小企業振興条例・同条例施行規則に基づく支援
○中心市街地近代化事業
名寄都市計画用途地域図における商業地域＝中心市街地の活性化を目指し、同地域内の店舗又は事務所の新築・増改築等に要する事業費
の一部を補助する。
　補助率　　20／100　　補助限度額　6,000,000円　　事業費下限　3,000,000円　　その他　 施行業者は地元企業、補助限度額まで申請可能

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっている。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

0 6,000 6,000

事業費計 0 0 0 6,000 6,000

決算額 10,186 2,605 1,227

執行率（％） - - - 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

経済元気化

チェック



0

道支出金 0

0

12,000

0道支出金

主な増減理由（事業の追加や変更等）

その他

前期事業費

6,000 ※年1事業想定＝6,000千円（補助限度額）

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっ
ている。

0

0

12,000 6,000 6,000

0

29年度当初予算 30年度要求予定額

財
源
内
訳

国支出金

予算額 31年度

6,000

一般財源 6,0006,000 6,000 6,000

地方債

6,000 6,000

0

その他

24,000

合計

評価年度

評価・提言へ
の対応

事業費計

道支出金

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

前
期
計
画
策
定
当
初

0 0 0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0

0

0

0

0 0 0

通常補助及び交付金

一般財源

0

H27

24,000

合計

0

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

0

0

0

0

0

0

評価
街区の整備と合わせ、市内建設業者の施工を条件に制度が整っているが、現在の
支援制度ではこれ以上の成果は見込まれない。

0 0 0

事業費計 0 0

6,000 6,000

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

提言
B

（進め方を
改善）

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度33年度

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

地方債

その他

事業費計 0 0 0 0

一般財源 0

0
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経済元気化

29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％

目標値

27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 101% 81% 129% 0% 0%

2,100

決算額 2,618 5,241 3,447

2,590 5,487 2,680 1,500 2,100

事業費計 2,590 6,445 2,680 1,500

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金 958

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

郊外型大型店舗の進出や後継者不足等により衰退しつつある中心市街地の中核をなす商店街へ、商店街の自主性による人の導線構築、魅
力的な商店街形成に向けた調査事業等への助成とともに、商店街において新たに経済活動を行う事業主等への支援により、商店街の活性化
を目指す。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

名寄市中小企業振興条例・同条例施行規則に基づく支援
１　商店街環境整備促進事業      対象施設の設置・維持管理費の30／100助成
２　街なか賑わい事業（コミュニティ事業・調査研究事業）　　　　　※H28　1,300千円
     ①コミュニティ事業　　コミュニティーイベント事業へ50／100助成（限度額100万円）
     ②商店街活動の基礎とするための調査、研究活動へ50／100（計画策定　限度額100万円）、30／100（実施事業　限度額100万円、30万円）
助成
　　③商店街空き店舗活用事業　商業地域内の空き店舗への家賃助成　50／100（限度額60万円）
※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっている。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 商店街等活性化事業（中小企業振興条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度

実施計画事業 商店街等活性化事業
名寄市中小企業振興条例  （平成18年３月27日条例第177号)
名寄市中小企業振興条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第159号）

3　商業の振興

2　個性ある商店街づくり

基本事業 1　商業の活性化

主要施策

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　30・50％
充当率　－％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

道支出金

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

2,100

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

8,400

0

提言
B

（進め方を
改善）

評価
魅力ある商店街づくりに対し、中小企業振興条例に基づき支援しており、今後も条
例を見直しながら取り組む必要がある。

0

H27

8,400

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

0

0 0 0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

道支出金

その他 0

2,100 2,100

地方債

予算額 31年度 33年度

事業費計 2,100 2,100 2,100 2,100

0

その他

財
源
内
訳

国支出金

一般財源 2,100

0

3,600 1,500 2,100

0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

3,600 1,500 2,100 ※コミュニティ事業1,000千円　空き店舗事業600千円（年1件限度額）
　 商店街環境整備事業500千円　　合計2,100千円を想定

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっ
ている。
　

0

道支出金 0

0

道支出金 0



道支出金

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
10万円・20万円
充当率　－％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 住宅改修等推進事業補助金 名寄市住宅改修等推進事業補助金交付要綱（平成28年９月
15日告示第1036号）

4　商業の振興

2　個性ある商店街づくり

基本事業 1　商業の活性化

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 住宅改修等推進事業補助金 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

住宅の改修工事等及び建築設備工事を行った者に改修工事等の費用の一部を助成することにより、中小企業の振興・技術者の人材育成並び
に地域経済の活性化を図るとともに、良質な住環境の整備などの市民が安心して住み続けられる住まいづくり及び名寄市への移住者の促進を
図ることを目的とする

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

市内住宅を改修等を実施に対して補助を行う。
①自己が所有し、現に居住している住宅を改修する場合　②名寄市への移住者が居住住宅を購入し改修する場合　③名寄市住宅バンクに登
録されている住宅を居住のため購入し改修する場合
補助対象経費50万円～100万円　定額10万円補助　　補助対象経費100万円以上　定額20万円以上
施工業者は市内事業所かつ施工可能な従業員を有する登録事業者のみ

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

0 0 13,000 20,000 40,000

事業費計 0 0 13,000 20,000 40,000

決算額 0 0 11,900

執行率（％） - - 92% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

189

チェック



0

道支出金 0

0道支出金

60,000 20,000 40,000 平成29年度事業状況を鑑み計上

0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

0

60,000 20,000 40,000

0

財
源
内
訳

国支出金

一般財源

事業費計 0 0 0 0

0

その他

地方債

予算額 31年度 33年度

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

40,000 20,000 20,000

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

40,000 20,000 20,000

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

0

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

0

提言評価

0

評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

0

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

0

0

0

0

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％

目標値

27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 134% 117% 130% 0% 0%

33,000

決算額 42,516 31,555 28,638

31,816 22,418 21,951 31,790 33,000

事業費計 31,816 26,876 21,951 31,790

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金 4,458

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

中小企業者等の自主的な努力を基調とした中小企業振興を総合的に推進し、本市経済の発展及び市民生活の向上に寄与することを目的とす
る。
中小企業振興条例は平成２７年度に中小企業振興審議会の中であった意見や要望を元に、平成２８年６月に条例を一部改正し、合わせて施行
規則を平成２８年８月に一部改正し、執行している。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

名寄市中小企業振興条例・同条例施行規則に基づく支援
○名寄市中小企業振興条例施行規則第3条に定める事業内容

※事業費はNo.187「中心市街地近代化事業」、No.188「商店街等活性化事業」、No.191「情報化促進と情報提供・商業育成対策事業」、No.192
「商工振興事業」、No.193「創業支援事業」、No.195「物産振興事業」、No.196「既存企業の育成強化・各種助成制度の拡充」、No.200「新製品開
発推進」、No.201「異業種交流の推進」をまとめたものとなっている。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

事業名 中小企業振興条例に基づく各事業（中小企業振興条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度
事業終了

（予定）年度

主要施策

実施計画事業 中小企業振興条例に基づく各事業
名寄市中小企業振興条例  （平成18年３月27日条例第177号)
名寄市中小企業振興条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第159号）

3　商業の振興

2　個性ある商店街づくり

基本事業 1　商業の活性化

基本目標

重点プロジェクト

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　 ％

充当率　－％
会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

道支出金

190

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

35,000

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

49,971

44,971

評価年度

44,971 184,884

事業費計 44,971

評価・提言へ
の対応

49,971 44,971 184,884

136,000

0

提言評価

44,971

136,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

89,942 44,971 44,971

0

0

89,942 44,971 44,971

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

道支出金

0

33年度

その他

事業費計 35,000 33,000 35,000 33,000

0

その他

一般財源 33,00033,000 35,000

地方債

64,790 31,790 33,000

0

財
源
内
訳

国支出金

予算額 31年度

44,971

0

64,790 31,790 33,000

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0道支出金

別添積算表のとおり
※H29ベースに合わせて再算出
　創業支援事業　2,000千円減
　 店舗支援事業　2,500千円減
　食料品製造業立地事業　3,000千円減（隔年）　他

※事業費はNo.187「中心市街地近代化事業」、No.188「商店街等活性
化事業」、No.191「情報化促進と情報提供・商業育成対策事業」、
No.192「商工振興事業」、No.193「創業支援事業」、No.195「物産振興
事業」、No.196「既存企業の育成強化・各種助成制度の拡充」、
No.200「新製品開発推進」、No.201「異業種交流の推進」をまとめたも
のとなっている。

0

0

0

道支出金 0



道支出金

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　- ％

充当率　－％
会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 情報化促進と情報提供・商業育成対策事業
名寄市中小企業振興条例  （平成18年３月27日条例第177号)
名寄市中小企業振興条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第159号）

3　商業の振興

1　経営指導相談体制の充実

基本事業 2　商業経営基盤の強化

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 情報化促進と情報提供・商業育成対策事業（中小企業振興条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

１．市内事業所の経営基盤強化を図るため、名寄商工会議所・風連商工会及び中小企業中央会が実施する以下の事業に対して支援を行う。
　　①商工業の総合的な振興を図るための事業
　　②中小企業に対する指導体制を強化するための事業
　　③中小企業団体中央会の行う中小企業団体等の健全な発展を図るための事業
２．産官金による情報交換を行い中小企業のコーディネートの強化を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

１．名寄市中小企業振興条例・同条例施行規則に基づく支援
　　①交付対象者　名寄商工会議所
　　②交付対象者　名寄商工会議所・風連商工会
　　③負担金　中小企業総合支援センター・北海道中小企業団体中央会
２．産官金なよろ経済サポートネットワーク会議の実施
　　参集機関：名寄商工会議所・風連商工会・市内金融機関（H28全4回実施）
※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっている。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

25,180 16,405 18,245 19,690 19,690

事業費計 25,180 16,405 18,245 19,690 19,690

決算額 26,180 19,408 18,245

執行率（％） 104% 118% 100% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

191

チェック



0

道支出金 0

0道支出金

39,380 19,690 19,690 商工会補助金増額による増

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっ
ている。

0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

39,380 19,690 19,690

0

財
源
内
訳

国支出金

一般財源 19,690

事業費計 19,690 19,690 19,690 19,690

0

その他

19,690 19,690

地方債

予算額 31年度 33年度

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0 0 0

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

H28

78,760

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価
起業化の促進、人材の育成は極めて重要な課題となっており、現状のまま継続が
望ましい。

評価年度

0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

78,760

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

19,690

0

0

0

0

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



0

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％

目標値

27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 104% 126% - 0% 0%

2,500

決算額 3,125 3,766 5,141

3,000 2,500 2,500

事業費計 3,000 3,000 0 2,500

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金 3,000

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

・市内事業所の経営基盤の強化及び持続的安定経営への取り組みを支援し、商工業の振興を図る。
・後継者不足からの廃業を避けるため支援体制を構築し、市内事業所数の維持及び第二創業による発展を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

名寄市中小企業振興条例・同条例施行規則に基づく支援
○店舗支援事業　市内で行われる店舗又は事務所等の新築・増改築へ補助。50万円以上の事業費で補助率20／100（限度額50万円）

事業承継支援については、経済団体・金融機関と連携し支援体制の構築を目指す。
（現状　案件が発生した場合は北海道事業引継ぎ支援センターへの紹介。経産省の事業承継補助金の紹介）

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっている。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

事業名 商工振興事業（中小企業振興条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度
事業終了

（予定）年度

主要施策

実施計画事業 商工振興事業
名寄市中小企業振興条例  （平成18年３月27日条例第177号)
名寄市中小企業振興条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第159号）

3　商業の振興

1　企業化支援と人材の育成

基本事業 2　商業経営基盤の強化

基本目標

重点プロジェクト

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助20 ％

充当率　－％
会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

道支出金
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0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

2,500

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

10,000

0

提言評価

0

10,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0 0 0

0

0

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

道支出金

0

33年度

その他

事業費計 2,500 2,500 2,500 2,500

0

その他

一般財源 2,5002,500 2,500

地方債

5,000 2,500 2,500

0

財
源
内
訳

国支出金

予算額 31年度

0

0

5,000 2,500 2,500

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0道支出金

※年500千円×5件＝2,500千円を想定

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっ
ている。

0

0

0

道支出金 0



193

経済元気化

29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％ 100 166

3 3 4 31

目標値 3 5

27年度 28年度
目標

- 年度

創業・ＵＩターン創業・事業承
継及び店舗支援・空き店舗
支援事業の利用者の30％の
増加を見込む

創業・事業承継件数
（国・道・市の助成件数）

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） - - - 0% 0%

1,000

決算額 0 0 136

0 0 0 1,000 1,000

事業費計 0 0 0 1,000

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

経営者の高齢化や後継者不足に際し、市内事業者数の減少進行していることから、意欲ある新規創業者へ経営相談・財政的支援を行い、新規
創業の誘導を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

名寄市中小企業振興条例・同条例施行規則に基づく支援
○創業支援事業　市内で新たに創業し、創業に伴う店舗・事務所の新築・増改築へ支援を行う
　①都市計画用途区域の商業地域内　対象事業費300万円以上　補助率20／100（限度額600万円）
　②その他地域　対象事業経費50万円以上　補助率20／100（限度額50万円）
　③国の事業、ビジネスコンテスト等で最終審査に合格した場合①②とも補助上限額50万円増額
○創業支援事業計画（道北6市3町）による創業者支援
　創業相談、特定創業支援事業の支援　等

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 創業支援事業（中小企業振興条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 Ｈ28

実施計画事業 創業支援事業（中小企業振興条例）

名寄市中小企業振興条例  （平成18年３月27日条例第177号)
名寄市中小企業振興条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第159号）
産業競争力強化法

3　商業の振興

1　企業化支援と人材の育成

基本事業 2　商業経営基盤の強化

主要施策

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　20 ％
充当率　－％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

道支出金

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

1,000

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

4,000

0

提言
B

（進め方を
改善）

評価 今後、事業継承が課題になると考えられることから進め方を改善して取組を継続。

0

Ｈ29

4,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

0

0 0 0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

道支出金

その他 0

1,000 1,000

地方債

予算額 31年度 33年度

事業費計 1,000 1,000 1,000 1,000

0

その他

財
源
内
訳

国支出金

一般財源 1,000

0

2,000 1,000 1,000

0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

2,000 1,000 1,000 ※500千円×2件見込み

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっ
ている。

0

道支出金 0

0

道支出金 0

経済団体・金融機関等と連携し、データ集約・把握を行い、事業承継支援に向けた施策を構築していく。



道支出金

事業名 中小企業経営等融資事業・特別融資利子・保証料補給事業 新規/継続

根拠法令

基本計画事業

4　金融の円滑化

総合計画

番号

池田　俊一

補助　20 ％
充当率　－％

一般会計

平成２９年度ローリング調書

補助率、起債充当率国・道の事業名

営業戦略課

継続

会計区分

3　商業の振興

基本目標

重点プロジェクト

基本事業

作成責任者

事業開始年度
事業終了

（予定）年度

主要施策

担当課室

関係する計画等

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

市内中小企業の育成及び振興並びに経営の合理化を促進し、事業運営の基礎となる資金需要の円滑化を図るため融資の斡旋及び信用保証
料・利子の補給を行う。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

名寄市中小企業振興条例・同条例施行規則・名寄市中小企業特別融資及び信用保証料等補給制度に関する要綱に基づく支援
①中小企業特別融資制度の資金　・新規開業資金　・経営資金　・設備資金　・商店街景観整備資金　・合宿関連施設整備資金
②保証料補給　新規開業資金（運転資金）及び経営資金に係る支払保証料の1／2
③利子補給　新規開業資金（設備資金）及び設備資金に係る支払利息の1／2　（最長3ヵ年）
④小規模事業者資金融資利子補給補助金　1／2（2年以内）

実施計画事業 中小企業経営等融資事業・特別融資利子・保証料補給
事業

名寄市中小企業振興条例  （平成18年３月27日条例第177号)
名寄市中小企業振興条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第159号）
名寄市中小企業特別融資及び信用保証料等補給制度に関
する要綱

1　融資制度の充実

総合戦略

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源 7,410 7,200 8,500

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他 599,000 599,000 599,000 599,000 599,000

9,500 9,500

事業費計 606,410 606,200 607,500 608,500 608,500

決算額 426,730 445,728 481,296

執行率（％） 70% 74% 79% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

194

チェック



0

道支出金 0

融資増額による利子補給補助金の増額　1,000千円増額
①中小企業特別融資利子補給補助金　当初3,500千円　本年度4,000
②小規模事業者資金融資利子補給補助金　当初1,000千円　本年度
1,500千円

599,000

1,198,000

0

0

599,000 599,000

道支出金

19,000

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

8,500

0

9,500 9,500

1,217,000 608,500 608,500

0

財
源
内
訳

国支出金

予算額 31年度

一般財源 9,5009,500 9,500

地方債

事業費計 608,500 608,500 608,500 608,500

0

その他 599,000 599,000 599,000

33年度

その他 599,000 599,000 599,000 599,000 2,396,000

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

17,000 8,500 8,500

前
期
計
画
策
定
当
初

1,198,000 599,000 599,000

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

1,215,000 607,500 607,500

合計

通常補助及び交付金

貸付金

一般財源

0

H28

2,434,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

貸付金

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価
信用保証料・利子の補給は資金需要の円滑化を図り、新たな地域産業の構築・経
営基盤の強化につなげることが重要である。

8,500

評価年度

8,500 34,000

事業費計 607,500

評価・提言へ
の対応

607,500 607,500 2,430,000

38,000

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

8,500

607,500

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

2,396,000

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

9,500

0

0

0

0

34年度予算額 31年度 32年度

0

0

合計 0 0 0

33年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

その他 0

地方債
中期事業費

見込
（単位:千円）

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



道支出金

事業名 物産振興事業（中小企業振興条例） 新規/継続

根拠法令

基本計画事業

5　流通機能の維持

総合計画

番号

池田　俊一

補助　50 ％
充当率　－％

一般会計

平成２９年度ローリング調書

補助率、起債充当率国・道の事業名

営業戦略課

継続

会計区分

3　商業の振興

基本目標

重点プロジェクト

基本事業

作成責任者

事業開始年度
事業終了

（予定）年度

主要施策

担当課室

関係する計画等

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

地域資源を活用した物産振興は、商品のブランド力の向上・市場競争力を生み出すことが可能であり、商圏を外に見据えた商品開発・製造・販
売戦略を構築し中小企業者基盤強化を図る。付加された商品は地域そのもののブランド力の向上にも寄与することができ、地域経済力の底上
げが可能となることから、新商品開発・販路拡大への支援を行う。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

名寄市中小企業振興条例・同条例施行規則に基づく支援
販路拡大事業　①市場開拓、販路拡大事業　展示会・物産展・商談会等に参加する費用への助成　50／100（10万円限度）
　　　　　　　　　 ②新製品開発、改良、品質向上事業　新商品開発に要する費用の助成　50／100（50万円限度）

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっている。

実施計画事業 物産振興事業

名寄市中小企業振興条例  （平成18年３月27日条例第177号)
名寄市中小企業振興条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第159号）

1　流通の確保

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源 500 500

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金 500

地方債

その他

500 500

事業費計 500 500 500 500 500

決算額 281 324 98

執行率（％） 56% 65% 20% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

195

チェック



0

道支出金 0

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっ
ている。

0

0

0道支出金

1,000

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

0

500 500

1,000 500 500

0

財
源
内
訳

国支出金

予算額 31年度

一般財源 500500 500

地方債

事業費計 500 500 500 500

0

その他

33年度

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0 0 0

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

2,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

0

提言評価

0

評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

2,000

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

500

0

0

0

0

34年度予算額 31年度 32年度

0

0

合計 0 0 0

33年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

その他 0

地方債
中期事業費

見込
（単位:千円）

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



0

道支出金

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助30・50 ％
充当率　－％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 既存企業の育成強化・各種助成制度の拡充
名寄市中小企業振興条例  （平成18年３月27日条例第177号)
名寄市中小企業振興条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第159号）

4　工業の振興

1　地場既存企業の経営基盤強化

基本事業 1　地場産業の支援・強化

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 既存企業の育成強化・各種助成制度の拡充（中小企業振興条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

既存企業の育成強化を図るため、人材の確保・育成を図る企業への支援を行う各種制度を行う。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

名寄市中小企業振興条例・同条例施行規則に基づく支援
１．人材確保・養成事業　①人材開発　センター利用促進事業　50／100　100千円限度　②地元企業就職促進活動事業　50／100　300千円限
度
　③名寄で人づくり事業　30／100　　一人30千円／月限度
2．工業技術者養成事業　①工業技術高度化補助　研究会等助成　50／100　300千円限度　②技能育成対策補助　技能士団体助成　100千円
　③若手技能者育成促進補助　　若手技能者育成助成　50／100　50千円限度　④技能士検定受験促進補助　技能検定試助成　50／100
　⑤職業訓練促進補助　　認定職業訓練女性　50／100　500千円限度
※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっている。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

546 526 526 600 600

事業費計 546 526 526 600 600

決算額 126 211 344

執行率（％） 23% 40% 65% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

経済元気化

196

チェック



0

道支出金 0

0道支出金

1,200 600 600 ※人材育成確保事業
　工業技術者養成事業　240千円
　名寄で人づくり事業　360千円

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっ
ている。

0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

0

1,200 600 600

0

財
源
内
訳

国支出金

一般財源 600

事業費計 600 600 600 600

0

その他

600 600

地方債

予算額 31年度 33年度

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0 0 0

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

2,400

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

0

提言評価

0

評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

2,400

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

600

0

0

0

0

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



0

197

道支出金

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　－ ％
充当率　－％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

実施計画事業 情報化の推進
名寄市企業立地促進条例  （平成18年３月27日条例第176号)
名寄市企業立地促進条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第158号）

4　工業の振興

1　企業誘致の推進

基本事業 2　企業立地の推進

基本目標

重点プロジェクト

事業名 情報化の推進（企業立地促進条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度
事業終了

（予定）年度

主要施策

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

企業誘致に向けた情報の収集及び本市情報の発信を行い、企業誘致の促進を図る。

※国の「企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律」が改正されたことから（通称：地域未来投資促進法
案）、今後見直しが必要。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

工業適地、農差物等地域資源等の情報収集・集約を行い、本市へ立地意向企業への情報発信を行う。
平成28年度　「食関連企業誘致に向けた道と市町村の連携モデル事業」の実施により、企業誘致情報を集約した提案書を作成。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

事業費計 0 0 0 0 0

決算額

執行率（％） - - - - -

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

チェック



0

道支出金 0

0

0

0道支出金

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

0

0 0 0

0

財
源
内
訳

国支出金

予算額 31年度

一般財源

地方債

事業費計 0 0 0 0

0

その他

33年度

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0 0 0

合計

一般財源

0

0

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

提言評価評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

0

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

0

0

0

0

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



0

道支出金

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　30 ％
充当率　－％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 企業の促進・企業立地の推進
名寄市企業立地促進条例  （平成18年３月27日条例第176号)
名寄市企業立地促進条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第158号）

4　工業の振興

2　企業化の支援

基本事業 2　企業誘立地の推進

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 起業の促進・企業立地の推進（企業立地促進条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

市内の企業立地の促進及び既存企業の近代化、市外からの企業誘致を促進を図り、新たな起業の促進を図り、地域経済の活性化かつ雇用機
会の拡大を図るための事業を行う。

※国の「企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律」が改正されたことから（通称：地域未来投資促進法
案）、今後見直しが必要。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

企業立地促進条例補助金
　市内において工場等又は旅館等を新設、移転又は増設に要する費用に対して助成及び課税の免除を行う。最低事業費：2,500万円
　　①工場等設置補助金　　補助率：30／100　　補助限度額：2,000万円・5,000万円
　　②工場等建設用地取得補助金　　補助率：30／100　補助限度額：2,000万円・5,000万円
　　③環境緑化整備事業費補助金　　補助率：30／100　補助限度額：100万円
　　④課税免除　　当該施設の家屋・構造物又はこれらの敷地の土地に対する固定資産税の課税免除　期間：3ヵ年

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

15,330 0 27,200 35,092 1,800

事業費計 15,330 0 27,200 35,092 1,800

決算額 16,004 0 0

執行率（％） 104% - 0% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

198,199

チェック



0

道支出金 0

0道支出金

36,892 35,092 1,800 補助対象経費の増額

0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

20,000

0

36,892 35,092 1,800

0

財
源
内
訳

国支出金

一般財源 20,000

事業費計 0 20,000 0 20,000

0

その他

20,000 0

地方債

予算額 31年度 33年度

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

36,400 34,600 1,800

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

36,400 34,600 1,800

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

40,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

0

提言評価

0

評価年度

20,000 40,000

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 20,000 40,000

40,000

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

20,000

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

0

0

0

0

0

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



0

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％ 100

17 18 21 31

目標値 17 16

27年度 28年度
目標

- 年度

産業別法人リストの産業分
類「製造」の食料品製造業の
事業所

 食料品製造業事業所数

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） - - - - -

0

決算額 0 0 0

0 0 0 0 0

事業費計 0 0 0 0

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

地域資源・地場産品を活用した新商品開発は、域内消費者のみならず域外消費者への販路拡大につなげることができ、企業の経営基盤強化
に直結させることが可能であり、、雇用の増大・生産者への利益還元等、地域経済の活性化に結びつけるための支援を行う。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

名寄市中小企業振興条例・同条例施行規則に基づく支援
　１．販路拡大事業
　　　　新商品開発又は既存商品改良のため試験・分析等に要する経費の50／100を助成　補助限度額500千円／製品
　２．食料品製造業等立地推進事業
　　　　名寄市で生産される農畜産物を利用した食料品製造業等を新規開業する事業者に対して開業に要する費用の助成
　　　　補助金　　施設整備費・用地取得に要する経費の20／100　補助限度額5,000千円
※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっている。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

事業名 新製品開発推進（中小企業振興条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度
事業終了

（予定）年度

主要施策

実施計画事業 新製品開発推進
名寄市中小企業振興条例  （平成18年３月27日条例第177号)
名寄市中小企業振興条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第159号）

4　工業の振興

3　技術者の育成強化

基本事業 3　技術開発の支援

基本目標

重点プロジェクト

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助 20・50％
充当率　－％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

道支出金

200

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

2,000

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

4,000

0

提言
B

（進め方を
改善）

評価 課題解決に向けた取組を継続していく必要がある。

0

H28

4,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0 0 0

0

0

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

食料品製造業等立地推進事業　5,000千円

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

道支出金

0

33年度

その他

事業費計 2,000 0 2,000 0

0

その他

一般財源 00 2,000

地方債

0 0 0

0

財
源
内
訳

国支出金

予算額 31年度

0

0

0 0 0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0道支出金

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっ
ている。

0

0

0

道支出金 0



0

道支出金

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　50 ％
充当率　－％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 異業種交流の推進
名寄市中小企業振興条例  （平成18年３月27日条例第177号)
名寄市中小企業振興条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第159号）

4　工業の振興

1　研究機関との連携強化

基本事業 1　技術開発の支援

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 異業種交流の推進（中小企業振興条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

企業と教育研究機関を含む異業種との交流を推進し、新たな経営形態の構築・新商品開発・販路の拡大や技術水準の向上と経営基盤の強化
を目指した支援を行う。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

名寄市中小企業振興条例・同条例施行規則に基づく支援
・異業種交流事業
　企業が共同で技術研究や製品開発、経営研修等を実施する経費の50／100を助成　補助限度額300千円

※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっている。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

0 0 0 0 0

事業費計 0 0 0 0 0

決算額 0 0 0

執行率（％） - - - - -

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

201

チェック



0

道支出金 0

0道支出金

0 0 0 ※事業費はNo.190「中小企業振興条例に基づく各事業」の一部となっ
ている。

0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

0

0 0 0

0

財
源
内
訳

国支出金

一般財源 300

事業費計 300 300 300 300

0

その他

300 300

地方債

予算額 31年度 33年度

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0 0 0

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

1,200

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

0

提言評価

0

評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

1,200

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

300

0

0

0

0

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



0

道支出金

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　 ％

充当率　－％
会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 企業の促進・企業立地の推進
名寄市企業立地促進条例  （平成18年３月27日条例第176号)
名寄市企業立地促進条例施行規則  （平成18年３月27日規
則第158号）

4　工業の振興

2　企業化の支援

基本事業 2　企業誘立地の推進

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 産業集積の促進（企業立地促進条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

市内の企業立地の促進及び既存企業の近代化、市外からの企業誘致を促進を図り、新たな起業・産業の集積化を図り効率的な産業構造の構
築することを目的とする。

※国の「企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律」が改正されたことから（通称：地域未来投資促進法
案）、今後見直しが必要。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

企業立地促進条例に基づく支援

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

0 0 0 0 0

事業費計 0 0 0 0 0

決算額 0 0 0

執行率（％） - - - - -

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

202

チェック



0

道支出金 0

0道支出金

0 補助対象経費の増額

0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

0

0 0 0

0

財
源
内
訳

国支出金

一般財源 0

事業費計 0 0 0 0

0

その他

0 0

地方債

予算額 31年度 33年度

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0 0 0

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

0

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

0

提言評価

0

評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

0

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

0

0

0

0

0

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



203

10,600

27年度 28年度

道支出金

番号

土井　渉

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 雇用促進事業

雇用の安定

労働市場の開拓

基本事業 雇用の安定と確保

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 雇用促進事業 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
１　地域の産業を元気づけ、新たな力を呼び込む、活力
があふれるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

　企業等による積極的な求人募集事業の展開と、移住就労者の支援を行いミスマッチの解消と雇用の促進を図る。また、ハローワークや人材開発センター、
建設業協会といった関係機関・団体との連携及び情報交換を密にし、円滑で効果的な雇用促進事業を実施する。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

　企業等による労働者確保事業（地元企業就職促進活動補助）、移住就職者支援事業及びハローワークとの連携を強化し、ミスマッチ解消に向けた取り組み
や雇用促進の取り組みを実施する。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

574 590 598 601 600

事業費計 10,574 10,590 10,598 10,601

決算額 10,525 10,540 10,584

執行率（％） 100% 100% 100% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

達成度 ％

目標

- 年度

成果実績

目標値

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

チェック



0

10,000

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

1,201

0

20,000 10,000 10,000 中小企業通年雇用化支援資金預託金
名寄地区通年雇用促進協議会負担金

0

601 600

道支出金

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

21,201 10,601 10,600

一般財源

道支出金

33年度 34年度

10,600

0

その他 10,000 10,000 10,000

600

0

600 600 600

地方債

予算額 31年度

0

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0 0 0

合計

雇用促進事業

一般財源

0

42,400

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

中小企業通年雇用化支
援資金預託金

名寄地区通年雇用促進
協議会負担金

0

提言評価

0

評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

2,400

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

40,000

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

10,600 10,600 10,600

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

目標値

目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

達成度 ％

執行率（％） 71% 47% 47% 0% 0%

決算額 402 270 270

570 570 570 624 630

事業費計 570 570 570 624

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

労働者の処遇改善、安心して働ける労働環境の構築することにより、労働意欲の向上を図る

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

労働者の処遇改善、安心して働ける労働環境を目指し、市内企業の退職金制度への加入を促進するための事業を実施する。
また、労働相談員による労働相談を行うことにより、労働環境の改善を図る。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 退職金制度普及及び促進事業（中小企業振興条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度

実施計画事業 退職金制度普及及び促進事業（中小企業振興条例） 名寄市中小企業振興条例
名寄市中小企業振興条例施行規則

雇用の安定

労働相談所の充実

基本事業 労働条件の改善

主要施策

番号

土井　渉

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

道支出金

630

27年度 28年度

204

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

630 630 630

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

評価年度

0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

2,520

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価
年度によって活用事業者数の増減はあるが、新規開業事業者への加入促進に繋
がっている。

H28

2,520

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

自衛隊退職者雇用協議
会補助金

勤労者退職金共済加入
補助金

労働相談謝礼

合計

退職金制度普及及び促
進事業

一般財源

180

0

0 0 0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

道支出金

その他 0

630 630 630

地方債

予算額 31年度

0

630

0

その他

630一般財源

道支出金

33年度 34年度

0

1,254 624 630

90 90

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

264 270

道支出金

270 自衛隊退職者雇用協議会補助金
勤労者退職金共済加入補助金
労働相談謝礼534

0

540 270

0

未加入業者の実態を把握するとともに、新たに設置した関係団体間のネットワークを活用し、加入促進を促していく。

事業費計

財
源
内
訳

国支出金
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0

27年度 28年度

道支出金

番号

土井　渉

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 事業所内福祉施設支援事業（中小企業振興条例） 名寄市中小企業振興条例
名寄市中小企業振興条例施行規則

雇用の安定

勤労者福利厚生の充実

基本事業 福利厚生の充実

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 事業所内福祉施設支援事業（中小企業振興条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

　労働環境の向上と雇用の安定を図るため、事業所内に福利厚生施設を設置する

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

勤労者福祉事業　・補助率20/100以内　・補助限度額1,000万円

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

事業費計 0 0 0 0

決算額

執行率（％） - - - - -

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

達成度 ％

目標

- 年度

成果実績

目標値

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

チェック



0

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0

0

0

0道支出金

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

0 0 0

一般財源

道支出金

33年度 34年度

0

0

その他

0

地方債

予算額 31年度

0

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

0 0 0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0 0 0

合計

一般財源

0

0

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

提言評価

0

評価年度

0 0

事業費計 0

評価・提言へ
の対応

0 0 0

0

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

0

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

0 0 0

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



2９年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％

目標値

27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 51% 100% 100% 0% 0%

決算額 7,150 7,150 7,150

7,150 7,150

事業費計 14,050 7,150 7,150 7,150 7,150

7,150

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

基本計画事業

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

労働者の福祉施策の充実により、勤労意欲の向上及び雇用安定化を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

継続 作成責任者

事業開始年度
事業終了

（予定）年度

主要施策

担当課室 営業戦略課

基本目標

重点プロジェクト

事業名 中小企業勤労者福祉推進事業 新規/継続

国・道の事業名

総合計画

関係する計画等

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

実施計画事業 中小企業勤労者福祉推進事業

雇用の安定

勤労者福利厚生の充実

基本事業 福利厚生の充実

総合戦略

根拠法令

道支出金

番号

土井　渉

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

勤労者の生活の安定と健全化、快適な住生活の安定に必要な融資の運用原資として預託する。
①勤労者福祉預託金（生活資金）
　資金使途：医療、慶弔、災害などレジャー除く生活資金並びに教育資金
　融資金額：生活資金50万円以内、教育資金150万円以内　　　融資期間：生活資金5年以内、教育資金10年以内
②勤労者福祉預託金（住宅資金）
　資金使途：住宅の建設、購入、増改築、土地の購入資金
　融資金額：500万円以内　　　融資期間：20年以内

14,050 7,150

206

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

27,600

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

7,150 7,150 7,150

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

250

7,150

評価年度

250 1,000

事業費計 7,150

評価・提言へ
の対応

7,150 7,150 28,600

1,000

0

提言
B

（進め方を
改善）

評価 勤労者が貸付金を選択する幅が広がっており、本貸付金の需要が低下しつつある。

250

予算額 31年度

一般財源

9,000

0

4,500

H28

28,600

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

勤労者福祉推進員連絡
協議会補助金

勤労者福祉預託金（生
活資金）

勤労者福祉預託金（住
宅資金）

地方債

勤労者福祉推進員連絡
協議会補助金

勤労者福祉預託金（生
活資金）

勤労者福祉預託金（住
宅資金）

0

14,300 7,150 7,150

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

4,500 4,500

500 250 250

前
期
計
画
策
定
当
初

4,800 2,400 2,400

9,000

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

道支出金

その他 6,900 6,900 6,900 6,900 27,600

合計

7,150

0

その他 6,900 6,900 6,900

250250 250 250一般財源

道支出金

33年度 34年度

0

14,300 7,150 7,150

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

250

500 250 250

4,800

4,500

道支出金

2,400 2,400

0

本市としての利用実績の低下があるが、地域全体で今後のあり方を含めた制度の検討をしていく。

6,900

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0
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29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％

目標値

27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 100% 100% 100% 0% 0%

決算額 9,100 9,100 9,100

9,100 9,100

事業費計 9,100 9,100 9,100 9,100 9,100

一般財源

その他

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

上川北部地域人材開発センター運営協会の運営事業の振興を図ることにより、人材の育成、安定的な地域内労働者の育成を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

上川北部地域人材開発センター運営協会の運営事業に対して助成を行う。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 人材開発センター活用促進事業 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度

実施計画事業 人材開発センター活用促進事業

雇用の安定

職業訓練の促進

基本事業 雇用能力開発

主要施策

番号

土井　渉

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

道支出金

9,100 9,100 9,100

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

9,100 9,100 9,100

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

9,100

9,100

評価年度

9,100 36,400

事業費計 9,100

評価・提言へ
の対応

9,100 9,100 36,400

36,400

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価
道北地域において唯一の組織であり、地域の課題である人材育成・確保において
非常に重要である。

9,100

予算額 31年度

一般財源

0

0

H28

36,400

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

人材開発センター活用
促進事業

地方債

18,200 9,100 9,100

人材開発センター活用
促進事業

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

前
期
計
画
策
定
当
初

道支出金

合計

0

18,200

その他 0

9,100

0

その他

9,1009,100 9,100 9,100一般財源

道支出金

33年度 34年度

9,100 9,100

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

9,100

18,200

道支出金

18,200 9,100 9,100

0

※平成30年度より施設整備計画を予定

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0

9,100 9,100

0

0



49,354 53,829 47,787

道支出金

37,200

番号

東　利博

補助率、起債充当率 会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 なよろ健康の森管理事業

観光の振興

観光資源の活用・充実と開発整備

基本事業 観光開発

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 なよろ健康の森管理事業 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 耕地林務課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

遊具やパークゴルフ場、クロスカントリーコース等を適正に維持・管理し、施設を運営することで市民の憩いの場を確保するほか、健康の保持・増進に努めるこ
とを目的とする

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

指定管理者方式による施設の運営と施設修繕など

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他 7 7 3

49,760 55,600

事業費計 49,361 53,836 84,990 49,760 55,600

一般財源

決算額 48,937 53,357 84,552

執行率（％） 99% 99% 99% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

208

チェック



財
源
内
訳

国支出金

0

44,152 50,000

11,208

0

5,608 5,600

0

施設の老朽化に伴い修繕が必要な箇所が増えおり、修繕料を増額し
予算を計上している。また、今後はさらに修繕料が増えることが予想
される

※H29修繕箇所　遊歩道橋修繕　公園内路盤修繕など

事業費計

道支出金

47,160 47,160

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

47,970

94,152

前期事業費

0

105,360 49,760 55,600

33年度 34年度

55,600一般財源

道支出金

合計

55,600

0

その他

55,60055,600 55,600

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

94,320

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

0

実施計画策定時
29年度

0

94,320 47,160 47,160

管理事業

29

222,400

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

管理事業（委託料）

管理事業（修繕料）

地方債

一般財源

0

0

0

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価

47,560

予算額 31年度

評価年度

47,970 191,470

事業費計 47,560

評価・提言へ
の対応

47,970 47,970 191,470

222,400

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

47,970

47,970

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

55,600 55,600 55,600

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0
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道の駅なよろ利用者

成果実績 人 498,174 511,264

達成度

530,000

目標値 530,000

29

30

％

29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

年度
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

530,000 31

521,474

26年度

執行率（％） 106% 100% 108% 0%

27年度 28年度
目標

-

0%

22,185

決算額 13,442 13,468 13,678

12,701 13,427 12,720 13,469 22,185

事業費計 12,701 13,427 12,720 13,469

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

道路を利用する市民や来訪者に、安全で快適にして潤いと交流集いの場である休憩機能及び情報機能を提供するとともに、地域の振興、観光
の推進、交流人口の拡大を図ることを目的とする。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

指定管理者による業務
・道の駅の管理運営業務
・地場産品、観光資源の普及宣伝及び販売業務
・道の駅の利用に関する業務
・その他必要な業務

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

重点プロジェクト

事業名 道の駅管理事業（名寄市道の駅条例） 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室

実施計画事業 道の駅管理事業 名寄市道の駅条例（平成19年3月16日条例第15号　平成25
年12月16日条例第41号　改正）

6　観光の振興

1　観光資源の活用・充実と開発整備

基本事業 1　観光開発

主要施策

基本目標

道支出金

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　 ％

充当率　－％
会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

34年度

13,469

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

前期計画において指定管理委託料のみ計上したため
築10年となり、備品等の耐用年数が経過し修繕費等を計上
道の駅冷房施設設置工事平成30年度8,716千円を計上

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

12,332

12,332

評価年度

12,332 49,328

事業費計 12,332

提言
A

（現状のま
ま継続）

評価
道内でも人気の高い「道の駅」であり、入込数も増加しているが、今後スタッフの技
術向上、増加する外国人観光客への対応など、一層のホスピタリティの向上が求め
られる。

評価・提言へ
の対応

12,332 12,332 49,328

53,876

0

12,332

H27

53,876

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

通常補助及び交付金

合計

通常補助及び交付金

一般財源

0

0

24,664 12,332 12,332

13,469 22,185

前期事業費
実施計画策定時

29年度

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

24,664

道支出金

その他 0

13,469 13,469

地方債

予算額 31年度 33年度

事業費計 13,469 13,469 13,469 13,469

0

その他

財
源
内
訳

国支出金

一般財源 13,469

0

35,654 13,469 22,185

0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

12,332

35,654

0

道支出金

12,332 12,332

0

道支出金 0

0
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12,594 12,872 12,082

道支出金

番号

室　秀樹

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 望湖台自然公園整備

観光の振興

観光資源の活用・充実と開発整備

基本事業 観光開発

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 望湖台自然公園整備 新規/継続 継続 作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

地域の自然公園とともに、コテージ、キャンプ場などの運営により交流人口の拡大を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

コテージ、キャンプ場の運営。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

11,175 12,000

事業費計 12,594 12,872 12,082 11,175 12,000

一般財源

決算額 10,554 57,467 11,765

執行率（％） 84% 446% 97% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

チェック



財
源
内
訳

国支出金

0

11,175 12,000

0

0

0

※平成29年度市民モニターツアーを行い市民意見を集約し、管理体
制の検討を行っていきたい。

事業費計

道支出金

25,300 13,300 12,000

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

12,000

23,175

0

23,175 11,175 12,000

33年度 34年度

12,000一般財源

道支出金

合計

12,000

0

その他

12,00012,000 12,000

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

25,300 13,300 12,000

望湖台自然公園整備

48,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

望湖台自然公園整備

地方債

一般財源

0

0

0

提言評価

12,000

予算額 31年度

評価年度

12,000 48,000

事業費計 12,000

評価・提言へ
の対応

12,000 12,000 48,000

48,000

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

12,000

12,000

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

12,000 12,000 12,000

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



42,506 21,016 47,296

道支出金

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

34年度

実施計画事業 観光事業推進団体支援事業 なし

観光の振興

観光組織の充実

基本事業 観光事業の充実

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 観光事業推進団体支援事業 新規/継続 継続

名寄市観光振興計画

作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
２　人の流れを呼び込み、ここに行きたい、ここで暮らした
いと思われるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

まちづくり観光組織の充実を促進し、広域観光の推進や各種イベントの活性化を図る。
本市における各種観光振興事業の推進に民間の発想を取り入れ、地域イベントの開催、宣伝誘致活動など観光事業全般を実施し交流人口の拡大を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

　各観光団体への補助金・負担金の支出。平成14年度から27,000千円の負担金とともに観光事業全般を市から「なよろ観光まちづくり協会」へ移管した。平成
24年度までの11年間、時代背景や観光事業、人員の配置等変化の中にあっても市からの負担金は同額であった。平成23年度からは一括負担金から管理運
営費と事業費に分けて助成を行っている。また、風連地区のイベント、観光振興に伴う管理運営費と事業費を助成する。
　また、平成24年度に「ＡＬＬなよろ」体制での観光推進を行うため設立した「名寄市観光交流振興協議会」の実施する事業に対して支援を行う。
※予算額、決算額は観光協会（名寄、風連）、名寄市観光交流振興協議会の負担金、補助金額
※平成27年度は地方創生加速化交付金（繰越明許事業）

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金 26,246

地方債

その他

45,865 46,900

事業費計 42,506 47,262 47,296 45,865 46,900

一般財源

決算額 47,604 48,262 47,945

執行率（％） 112% 102% 101% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績

目標値

達成度 ％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

経済元気化

211

チェック



財
源
内
訳

国支出金

0

45,865 46,900

0

0

0

事業費計

道支出金

96,000 48,000 48,000

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

48,000

92,765

前期事業費

0

92,765 45,865 46,900

33年度 34年度

46,900一般財源

道支出金

合計

46,900

0

その他

46,90046,900 46,900

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

実施計画策定時
29年度

0

96,000 48,000 48,000

観光事業推進団体支援
事業

H27

187,600

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

観光事業推進団体支援
事業

地方債

一般財源

0

0

0

提言
B

（進め方を
改善）

評価
現状、市民に満足いただけるイベントの開催などを行っているが、交流人口の拡大
といった観点からの観光に対する取り組みが必要。

48,000

予算額 31年度

評価年度

48,000 192,000

事業費計 48,000

評価・提言へ
の対応

48,000 48,000 192,000

187,600

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

48,000

48,000

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

46,900 46,900 46,900

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



経済元気化

29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％

目標値

27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） - - - - -

0

決算額 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

事業費計 0 0 0 0

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

　実行委員会が中心となり地域住民と共にイベントを開催することによる市民の満足度向上や、来訪者へのホスピラリティの向上といった地域住民に対する効
果と共に、交流人口拡大に伴う経済効果を目的とする。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

　地域の特性（自然環境：雪質日本一フェスティバル、ふうれん冬まつり、特産品：アスパラまつり、伝統・文化：てっし名寄まつり、風連ふるさとまつり、北の天
文字）を活かしたイベントを実施する実行委員会等に対して支援を行う。
※イベントの事業費（別紙参照）
※ローリング番号211観光事業推進団体支援事業にイベント事業費が含まれている。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
２　人の流れを呼び込み、ここに行きたい、ここで暮らした
いと思われるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 地域特性イベント実施事業 新規/継続 継続

名寄市観光振興計画

作成責任者

事業開始年度

実施計画事業 地域特性イベント実施事業 なし

観光の振興

各種イベント内容の充実

基本事業 観光事業の充実

主要施策

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

道支出金

212

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

0 0 0

0

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

34年度 合計

0

地方債

評価・提言へ
の対応

0 0 0

0

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

0

提言評価

0 0 0

事業費計 0

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

一般財源

0

0

合計 0 0 0

合計

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

その他 0

道支出金

予算額 31年度

評価年度

0

0

その他

00 0 0一般財源

道支出金

33年度 34年度

地方債

0

0

0 0 0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

0

0道支出金

0

0

0

事業費計

財
源
内
訳

国支出金



道支出金

番号

室　秀樹

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書
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事業終了
（予定）年度

実施計画事業 スキー場事業（圧雪車） 特定特殊自動車排出ガス規制法（オフロード法）

観光の振興

観光客など受入れ環境の充実

基本事業 観光事業の充実

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 スキー場事業（圧雪車） 新規/継続 継続

名寄市観光振興計画

作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
２　人の流れを呼び込み、ここに行きたい、ここで暮らした
いと思われるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

　雪質日本一のスキー場である「名寄ピヤシリスキー場」は、市内や近郊の学校授業や自衛隊の訓練として平日の利用があり、週末には市内外から当該施設
の雪質を求め多くのスキーヤーが訪れており、圧雪車を使用しスキー場利用者にとって安心・安全なコース整備を行うことを目的とする。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

　現在、4台の圧雪車を所有（内1台はジャンプ台）。
　「名寄ピヤシリスキー場」を訪れる方々へ安心・安全にスキー場を利用いただくため、圧雪車の定期的なメンテナンス、更新を行う。
　平成27年度までスキー場の指定管理料に圧雪車の修繕費用4,800千円が含まれており、4,800千円を超える金額については補正対応としていた。圧雪車の
経過年数により整備費用が高額となったことや、他課において管理している圧雪車については市一般会計にて修繕を行っていることから、平成28年度以降は
市一般会計で予算付けを行い、修繕を行っている。
※圧雪車経過、圧雪車整備実績表（別紙参照）

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債 45,000

その他

0 0 6,000 7,000 7,000

事業費計 0 0 6,000 7,000 52,000

決算額 1,363 653 5,714

執行率（％） - - 95% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

リフト輸送人数

成果実績 475,157 394,528 442,565 29

目標値 30

達成度 ％ 31

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

経済元気化・冬季スポーツ

チェック



事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0

0 45,000

0

7,000 7,000

45,000

道支出金

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

7,000

14,000

0

59,000 7,000 52,000

33年度 34年度

50,000

7,000一般財源

道支出金

合計

7,000

50,000

その他

7,0007,000 7,000

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

14,000 7,000 7,000

前
期
計
画
策
定
当
初

45,000 0 45,000

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

59,000 7,000 52,000

圧雪車整備

圧雪車更新

78,000

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

圧雪車整備

圧雪車更新

地方債

一般財源

0

0

0

提言評価

7,000

予算額 31年度

評価年度

7,000 78,000

事業費計 7,000

評価・提言へ
の対応

57,000 7,000 78,000

28,000

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

57,000

7,000

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

7,000 7,000 57,000

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



　「名寄ピヤシリスキー場」には4基のリフトが設置されており、第１リフト（平成５年）、第２リフト（平成６年）、第３リフト（平成１５年）、第４ロマンスリフト（昭和６１
年）と各リフトの計画的な修繕を行う。また、古いリフトでは設置から30年以上が経過しており、既存リフトの今後の修繕費用、新規リフトの設置に係る費用等を
比較の上、今後のリフト設置・修繕について全体的な検討を行う。（別紙参照）
　また、早期オープンへ向けた明渠排水等の整備、ボーダーに人気の高いキッカーやパークの整備を行う。
※主要機器整備計画一覧表（別紙参照）

道支出金

番号

室　秀樹

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書
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実施計画事業 スキー場事業（リフト修繕） なし

観光の振興

観光客など受入れ環境の充実

基本事業 観光事業の充実

基本目標

重点プロジェクト

事業名 スキー場事業（リフト修繕） 新規/継続 継続

名寄市観光振興計画

作成責任者

事業開始年度
事業終了

（予定）年度

主要施策

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
２　人の流れを呼び込み、ここに行きたい、ここで暮らした
いと思われるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

　市内外から多くのスキーヤー、ボーダーが訪れる「名寄ピヤシリスキー場」の運営に際し、リフト設備などの修繕を行い安心・安全に利用いただけるよう維持
管理に努めるとともに、早期オープン、集客増加に向けたゲレンデ整備を行うことにより利用者への便宜を図る。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他 16,530 15,510

5,947 2,725 5,692 619 30,576

事業費計 5,947 19,255 5,692 16,129 30,576

決算額 10,048 21,709 16,620

執行率（％） 169% 113% 292% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

リフト輸送人数

成果実績 475,157 394,528 442,565 29

目標値 30

達成度 ％ 31

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

経済元気化・冬季スポーツ

チェック



0

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

3,000

道支出金

23,026 6,750 16,276

6,686 3,986 2,700

300

0

2,700

0 8,300

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

2,693 3,000

0

46,705 16,129 30,576

一般財源

道支出金

33年度 34年度

6,000

0

その他

6,000

12,100

50,700 3,600 47,500

地方債

予算額 31年度

5,693

その他 0

道支出金

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

47,300 23,800 23,500

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

47,300 23,800 23,500

合計

リフト修繕等

一般財源

8,300

107,800

合計

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

第1リフト

第2リフト

第3リフト

第4リフト

ゲレンデ整備

0

提言評価

34,600

評価年度

12,300 85,300

事業費計 34,600

評価・提言へ
の対応

26,300 12,300 85,300

107,800

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

34年度 合計

0

地方債

26,300

12,100

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

50,700 3,600 47,500

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



経済元気化

29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

達成度 ％

目標値

27年度 28年度
目標

- 年度

成果実績
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） - - - - -

0

決算額 0 0 0

0 0 0 0 0

事業費計 0 0 0 0

その他

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

　北海道民の文化厚生の発展向上を期し、併せて産業の発展に寄与するため、北部北海道観光事業の健全なる発展を図ることを目的とする。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

　道北観光連盟加盟の名寄市負担金額の助成。
　昭和33年に設立。上川北部９市町村による広域での観光推進。これまで広域パンフレットの製作（日本語、英語、中国語、韓国語）、冬季イベントのポスター
製作、札幌圏での物産を通じた地域ＰＲ等を実施。
　平成27年度に今後のあり方について検討し、３つのキーワード「手軽な本格」「遊べる大河」「魅力的な不便」を今後の事業のテーマとし活動を進める。平成27
年度からはインバウンドもターゲットとした、自転車、カヌー、フットパスなど移動そのものを観光として楽しむ「きた北海道エコ・モビリティ」事業を中心に進めて
いる。
※ローリング番号217観光推進事業に道北観光連盟負担金が含まれている。

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
２　人の流れを呼び込み、ここに行きたい、ここで暮らした
いと思われるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

基本目標

重点プロジェクト

事業名 道北観光連盟事業の推進 新規/継続 継続

名寄市観光振興計画

作成責任者

事業開始年度

実施計画事業 道北観光連盟事業の推進 なし

観光の振興

広域観光の推進

基本事業 観光誘致の宣伝

主要施策

番号

池田　俊一

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

道支出金

215

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

0 0 0

0

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

34年度 合計

0

地方債

評価・提言へ
の対応

0 0 0

0

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

0

提言評価

0 0 0

事業費計 0

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

一般財源

0

0

合計 0 0 0

合計

前期事業費
実施計画策定時

29年度

0

0

前
期
計
画
策
定
当
初

0

0

0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

その他 0

道支出金

予算額 31年度

評価年度

0

0

その他

00 0 0一般財源

道支出金

33年度 34年度

地方債

0

0

0 0 0

0

前期事業費 29年度当初予算 30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

0

0道支出金

0

0

0

事業費計

財
源
内
訳

国支出金
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　当該施設は名寄市ピヤシリスキー場条例に基づき設置している施設で「観光事業の発展及び地域の活性化に寄与し、冬季スポーツの振興と市民が自然に
親しみながら健康の増進を図る」ことを目的としている。
　本事業は、平成９年に建設された研修施設の新館（なよろ温泉サンピラー棟）の温浴施設改修による、市民の満足度向上、交流人口拡大に寄与することを
目的とし、併せて老朽化の進んでいる本館（スキーロッジ、宿泊棟）の改修をすることにより、今後の冬季スポーツの拠点化、交流人口拡大を図る。

研修施設基本設計、実施設計、施工
温浴施設の改修（老朽箇所の改修、洗い場の仕様変更、サウナ室の拡張、脱衣所の更新、休憩スペースの更新等）
新館宿泊の改修（壁紙、ベットカバー、備品等の更新）。
本館レストラン、宿泊、スキーロッジの改修（老朽箇所の改修、施設導線の改善、現代の仕様に合わせた備品等の更新。）

達成度 ％

62,022 59,541

目標値
温浴施設改修後の利用者数
30％増

温浴施設利用者数

成果実績 人

31

1,466 1,000

62,505

道支出金

番号

室　秀樹

補助率、起債充当率
補助　　％
充当率　％

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

実施計画事業 なよろ温泉整備事業 なし

観光の振興

観光客の誘致事業

基本事業 観光誘致宣伝

主要施策

基本目標

重点プロジェクト

事業名 なよろ温泉整備事業 新規/継続 継続

日進地区再整備基本構想
名寄市観光振興計画

作成責任者

事業開始年度 担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

総合戦略
２　人の流れを呼び込み、ここに行きたい、ここで暮らした
いと思われるまち

総合計画

関係する計画等

根拠法令

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度

0 4,926

決算額

28年度 29年度

一般財源

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

その他

17,400

事業費計 0 4,926 1,466 1,000 17,400

1,922 5,757 3,231

執行率（％） - 117% 220% 0% 0%

成果目標及び成果
実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度 27年度 28年度
目標

- 年度

29

30

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度 29年度見込

実績

当初見込み

経済元気化・冬季スポーツ

チェック



0

事業費計

財
源
内
訳

国支出金

0

0

0

0 16,400

道支出金

2,000 1,000 1,000

16,400

□基本設計委託料（H30年度予算要求予定額）
・温浴施設改修基本設計：6,597,720円
　（浴室と機械室の増設を検討する場合）
・宿泊研修施設改修基本設計：9,791,280円
　（ロッジ各階の機能改修（建築構造は現状のまま）の設計）

18,400 1,000 17,400

0

0

前期事業費 29年度当初予算

34年度

地方債

0

0

30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

一般財源

道支出金

評価年度

0

道支出金

評価・提言へ
の対応

実施計画策定時
30年度

予算額 31年度

その他

33年度

その他 0

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

10,000

前
期
計
画
策
定
当
初

180,000 180,000

10,000

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

10,000

10,000

0

200,000 200,000 0

合計

設計委託料

改修工事費

備消耗品

一般財源

0

0

合計

0 0

0

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

修繕料

基本設計委託料

提言評価

0 0 0

事業費計 0

0

0

34年度 合計

0

地方債 0

33年度

0

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

財
源
内
訳

国支出金

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

0

その他 0

地方債

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0



29年度見込

実績

当初見込み

活動指標及び活動
実績

（アウトプット）

活動指標 単位 26年度 27年度 28年度

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙】に記載

31

達成度 ％

474,000 485,000 545,000 30

目標値 人 550,000

27年度 28年度
目標

- 年度

観光客の増加 観光入込客数

成果実績 人 535,500
成果目標及び成果

実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 26年度

執行率（％） 105% 87% 110% 0% 0%

決算額 4,754 4,304 4,376

4,500

事業費計 4,525 4,933 3,981 4,356 4,500

一般財源 3,981 4,356

その他

30年度要求予定

財
源
内
訳

国支出金

地方債

道支出金

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

　魅力ある地域資源を活用し、地域と住民が主体となって、交流人口の拡大の視点に立ったまちづくりを行い、来訪者を受け入れ地域経済の活性化に結びつ
けていくとともに、住民自身が地域資源の価値を理解し、磨き上げ、誇りを持つことにより来訪者が何度も訪れたくなるような活力あるまちづくりを実現すること
による、持続的な交流人口拡大を目的とする。

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

　各種観光団体（上川地方観光連盟、あさひかわ観光誘致宣伝協議会、北海道観光振興機構等）との事業の推進。道内・道外へのPRイベントへの参加。交流
人口拡大イベント（有森裕子なよろひまわりリレーラン）の開催など。
　また、平成29年度から名寄振興公社との協働による日進地区の利用促進へ向けた日進ピヤシリ線バスの無料運行を開始。

※予算額、決算額は観光一般行政経費、観光推進事業費、営業戦略事業費から観光協会（名寄、風連）、名寄市観光交流振興協議会の負担金、補助金を除
いた額

予算額・
決算額

（単位:千円）

予算額 26年度 27年度 28年度 29年度

基本計画事業

Ⅳ地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづく
り

経済元気化

基本目標

重点プロジェクト

実施計画事業 観光振興事業

観光振興事業 新規/継続 継続

名寄市観光振興計画

作成責任者

事業開始年度

補助率、起債充当率
補助　 ％

充当率　 ％

総合計画

なし

観光の振興

観光客の誘致促進

基本事業 観光誘致宣伝

主要施策

総合戦略
２　人の流れを呼び込み、ここに行きたい、ここで暮らした
いと思われるまち

関係する計画等

根拠法令

会計区分 一般会計

平成２９年度ローリング調書

事業終了
（予定）年度

担当課室 営業戦略課

国・道の事業名

事業名

4,525 4,933

217番号

池田　俊一

チェック



0

0

事業費計 0 0 0 0

一般財源

0

その他 0

地方債

合計

財
源
内
訳

国支出金 0

0

合計 0 0 0

33年度 34年度

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度

0

0

0

0

0

0

実施計画策定時
30年度

主な増減理由（事業の追加や変更等）

0

合計

0

32年度

実施計画策定時
29年度

4,500 4,500 4,500

本
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ

中期事業費
見込

（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度

財
源
内
訳

国支出金

評価・提言へ
の対応

4,000

34年度 合計

0

地方債 0

4,000 16,000

18,000

行
政
評
価
と
の
関
係

中期事業費
見込

（単位:千円）

提言
B

（進め方を
改善）

評価

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

観光振興事業

16,000

事業費計 4,000

0

4,5004,500 4,500

4,000

4,000

事業費内訳

H27

18,000

31年度

合計

平成24年度に設立した名寄市観光交流振興協議会は4部会により幅広く名寄市の
観光に係る事業を実施。この3年間で事業の検証なども実施したため、今後事業の
見直し等が必要。

4,000 4,000

合計

観光振興事業

一般財源

0

前期事業費
実施計画策定時

29年度

8,000

0

0

0

0

8,000 4,000 4,000

実施計画策定時
30年度

ロ
ー

リ
ン
グ
終
了
後

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳 前期事業費

前
期
予
算
内
訳

（
単
位
：
千
円

）

事業費内訳

4,000

前
期
計
画
策
定
当
初

その他 0

その他

評価年度

4,500事業費計

道支出金

4,000

0

30年度要求予定額 主な増減理由（事業の追加や変更等）

4,500一般財源

道支出金

前期事業費 29年度当初予算

33年度 34年度

地方債

予算額

0

0

4,000

0

8,856 4,356 4,500

0道支出金

0財
源
内
訳

国支出金

0

8,856 4,356 4,500
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